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市制施行５０周年を記念し、本市の名誉市民
である宮崎駿氏（スタジオジブリ）に描いてい
ただいた市のイメージキャラクターです。
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/951
主
な
内
容

◆健康ガイド
骨粗しょう症検診、乳が
ん検診、女性のための健
康美人教室 ほか…５面

◆福祉のひろば
避難行動要支援者モデル
地区事業を実施中、きら
り講演会　ほか …４面

世
帯
と
人
口

２７.９.１現在

※　世帯数および人口は、住民基本台帳によるものであり、
外国人住民の方を含みます。（　）内は前月比

世帯数 ５７,８５１ （３４減） 男 ５８,３６４ （３９減）
人　口 １１７,８２２ （７６減） 女 ５９,４５８ （３７減）

◆催し
第３回小金井市民文化祭、
２０１５青少年のための科学
の祭典 ほか…６〜８面

◆お知らせ
意識調査を実施、後期高齢者医療健
診等を実施、就学支度資金・修学資
金貸付制度のご案内、農業絵画コン
クール作品募集　ほか …２〜４面 ごみ減量・リサイクル特集（４ページ）は中面にあります

【催し物】
内容等時　間日　程

熱気球（いこいの広場）※１０：００〜１６：００

９／２６（土）、
　　２７（日）

プラネタリウム◆１１：００〜１７：００
木工教室◆１１：００〜１７：００
屋台（２７日は２０：００まで）１１：００〜２０：３０
あやとり・工作あそび・
カード作り・折紙１３：００〜１７：００

山野草展（２７日は１８：００
まで）１３：００〜１９：００

縁日コーナー１３：００〜１９：００
野だて
（２７日は１７：００まで）１４：００〜１８：００

望遠鏡で月を見てみよう
！※１９：００〜２０：３０

※２６日のみ（熱気球は、荒天の場合２７日に順延）、◆２７日のみ

小金井の歴史をたどるガイドツアー
　９月２６日（土）、２７日（日）に、ＪＲ武蔵小金井駅か
ら都立小金井公園まで、まちなか観光案内人が市北側
の歴史を紹介します。
定　員　各１０人（当日先着順）
申込方法　当日午後１時３０分にＪＲ武蔵小金井駅改札
口正面のまちなか観光案内看板前へ。

　

９
月　

日
（
祝
）
か
ら
、
秋

２１

の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
始
ま

り
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
交
通
安
全
の

普
及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通
ル

ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
る
こ

と
を
目
的
に
毎
年
実
施
し
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い

ま
す
。

　

こ
れ
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契
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に
正
し
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通
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ー
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マ
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を
身
に
つ
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自
分
の
安
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守

る
こ
と
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認
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、
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通
事
故

防
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努
め
ま
し
ょ
う
。
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重
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歩
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シ
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五
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車
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、
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例
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車
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を
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行
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歩
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車
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徐
行
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を
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以
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、
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国
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い
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。
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　行政手続における特定の個人を
識別するための番号の利用等に関
する法律の施行に伴う準備作業の
ため、次の業務内容を変更しま
す。
【休日窓口の臨時休業および振り
替え】

と　き　１０月４日（日）
※　開庁を予定していた子育て支
援課手当助成係と納税課につい
ては、１０日（土）に振り替えます。

※　休日窓口については、一部取
り扱いできない業務があります
ので、詳しくは事前にお問い合
わせください。
問合先　企画政策課企画政策係
（☎０４２−３８７−９８２６）
【コンビニ交付サービスの停止】
と　き　１０月３日（土）、４日（日）
問合先　市民課市民係（☎０４２−
３８７−９８３０）

休日窓口の臨時休業等およびコンビニ
交付サービス停止のお知らせ

　

９
月
上
旬
よ
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ネ
ッ
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ま
す
。
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日
時
点
で
お
手
元
に
書
類
が
届
い

１５

て
い
な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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な
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ごみゼロ大作戦にご協力ください
持ち込んだごみはお持ち帰りください。

　武蔵野の面影を色濃く残す都立小金井公園を会場にして
恒例の「お月見のつどい」を開催します。
　今年は特別企画として、熱気球やプラネタリウムなどが
設置されるほか、ディズニーメドレーの演奏なども催され
ます。また、特設舞台では、郷土芸能の祭 囃  子 や和洋音

ばや し

楽・舞踊が行われます。市民による演劇はシェークスピア
の「お気に召すまま」です。ご期待ください。
とき・内容　右表のとおり
ところ　江戸東京たてもの園前広場（都立小金井公園内）
その他　一部整理券が必要な催しがあります。詳しくは観
光協会ホームページ（http://koganei-kanko.jp/）をご覧
いただくか、お問い合わせください。
主催・問合先　観光協会（☎０４２−３１６−３９８０）

9月269月26日日（（土土））・・
2727日日（（日日））　第47回 小金井お月見のつどい第48第48回回 小金井お月見のつど小金井お月見のつどいい

平
成　

年
国
勢
調
査

２７

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

回
答
に
ご
協
力
を

【特設舞台】
内容等時　間日　程

大きな絵本１３：３０〜１４：００

９／２６（土）

みんなで遊ぼう！１４：１０〜１４：５０
セレモニー１５：００〜１５：２０
プロの演奏で聴
くディズニーメ
ドレー

１５：３０〜１６：００

小金井囃子１６：１０〜１６：４５
新生ふるきゃら
ミニコンサート１７：００〜１７：３０

フラメンコ１７：５０〜１８：３０
シェイクスピア
演劇「お気に召
すまま」

１８：５０〜２０：００

草笛演奏１２：２０〜１２：５０

　／２７（日）

筝曲１３：０５〜１３：３５
新舞踊１３：５０〜１４：３０
いつになったら・
小金井音頭ほか１４：３０〜１４：５５

めんそーれ沖縄
ワールド１５：１０〜１５：５０

貫井囃子１６：１０〜１６：５０
ビッグバンド１７：１５〜１７：５５
シェイクスピア
演劇「お気に召
すまま」

１８：１５〜１９：３０
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 ◆◆各種審議会等の開催日程◆◆ ※　保育あり（要事前申込）

問合先内　容ところと　き名　称

企画政策課企画政策係
（☎０４２−３８７−９８２６）

行財政改革の推進
について

前原暫定集会施
設１階Ａ会議室

９月２４日（木）
１８：３０～

第１回行財政
改革市民会議

子育て支援課子育て支援係
（☎０４２−３８７−９８３６）

平成２７年度の計画
の進ちょく状況や
実施状況の評価等
について

市役所第二庁舎
８階８０１会議室

９月２４日（木）
１９：００～

子ども・子育
て会議（※）

保育課保育係
（☎０４２−３８７−９８４６）

保育所の設置主体
に応じた現状分析
および管理運営等
の在り方について

市役所第二庁舎
８階８０１会議室

９月２５日（金）
１９：３０～

保育検討協議
会（※）

経済課産業振興係
（☎０４２−３８７−９８３１）

産業振興の将来
像、基本方針・推
進目標について

商工会館２階大
会議室

９月２８日（月）
１５：００～

産業振興プラ
ン策定委員会
（※）

保育課保育係
（☎０４２−３８７−９８４６）

公立園の現状確認
と保護者が求める
事業について

市民会館・萌え
木ホールＡ会議
室

９月２８日（月）
１９：３０～

公立保育園運
営協議会（※）

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
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表１　健診項目一覧
後期高齢者医療健診の健診項目

【基本的な健診項目】
▷　質問事項（問診票）
▷　身体計測（身長、体重、BMI、腹囲）
▷　身体診察、血圧測定
▷　血液検査（中性脂肪、HDLコレステ
ロール、LDLコレステロール）

▷　肝機能検査（GOT、GPT、γ-GTP）
▷　血 糖 検 査（空 腹 時 血 糖 お よ び
HbA1C）

▷　尿検査（尿糖、尿 蛋  白 ）
たん ぱく

フォロー健診（独自健診）の健診項目
【内科項目】
▷　胸部レントゲン　▷　心電図検査
▷　生化学検査（尿酸、クレアチニン）
▷　血液検査（白血球、赤血球、血色素、
ヘマトクリット）

【眼科項目】
内科健診の結果、医師の判断により実施
▷　眼底検査、眼底撮影、視力検査、眼圧
測定

表２　健診契約医療機関一覧
電話番号医療機関名町　名

０４２２−３１−１２３１武蔵野中央病院

東　町

０４２２−３１−１２２０菊地脳神経外科・整形外科
０４２−３８０−９０８０新こがねい呼吸器内科
０４２−３８４−０８４７松本内科医院
０４２−３８０−５５１０さいとう医院
０４２−３８１−３１２２篠田医院
０４２−３８２−３８８８東小金井さくらクニリック
０４２−３８２−１７１５うちやまクリニック
０４２２−５６−８６３０東小金井クリニック

梶野町 ０４２−３８３−２０７８久滋医院
０４２２−５３−５６６６くろだ内科医院
０４２−３８５−２２７２大見医院
０４２−４０１−１８６０かわべ内科クリニック

緑　町 ０４２−３８４−５４２１待山医院
０４２−３８１−１４６２山﨑内科医院
０４２−３８３−３９６６伊東内科医院
０４２−３８６−３３８６石川クリニック

中　町 ０４２−３８１−２２１９宮本内科医院
０４２−３８１−８４３３小沢医院
０４２−３８１−１７０２前原診療所

前原町 ０４２−３８１−０９８７野村医院
０４２−３８４−３７７７クリニック西のくぼ
０４２−３８１−１１１２和田クリニック

本　町

０４２−３８３−５５１１小金井太陽病院
０４２−３８１−２０８０佐藤クリニック
０４２−３８２−９１１１むさし小金井診療所
０４２−３８７−１６０３はぎクリニック
０４２−３８１−２６０６浅沼整形外科
０４２−３８３−２２３２丸茂医院
０４２−３８１−３３４６小松外科胃腸科
０４２−３８５−７１０１友利内科クリニック
０４２−３８４−１２１２清水医院
０４２−３８４−３４６１竹馬ビルクリニック
０４２−３８４−００８０武蔵小金井クリニック
０４２−３８４−３８８１加藤内科
０４２−４０１−６１５７ひらた循環器クリニック
０４２−３８３−５１１１共立診療所
０４２−３８６−３７３７小金井つるかめクリニック
０４２−３８３−４１１１桜町病院桜　町 ０４２−３８２−５１０１小金井橋さくらクリニック
０４２−３８６−７２８８くろだ内科クリニック貫井北町
０４２−３８１−６７６８若松医院貫井南町 ０４２−３８１−６６２７竹田内科クリニック

歳
以
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後
期
高
齢

　

歳
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の
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高
齢
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７５７５
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療
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を
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９
月　

日
（
火
）
か
ら
、　

歳

１５

７５

以
上
の
方
等
の
後
期
高
齢
者
医
療

健
診
等
を
実
施
し
ま
す
。

　

健
診
項
目
は
表
１
の
と
お
り
で

す
。

　

受
診
期
間
は
９
月　

日
～
平
成

１５

　

年
１
月　

日
で
す
。
受
診
に
必

２８

３０

要
な
受
診
券
、
結
果
通
知
票
、
健

診
の
手
引
等
は
、
す
で
に
発
送
し

ま
し
た
。

 　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

の
方
の
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見

が
目
的
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
健
診

　

対
象
は
、
平
成　

年
度
中
に　

２７

７５

歳
以
上
に
な
る
方
等
で
す
。
（
６

か
月
以
上
の
長
期
入
院
、
老
人
施

設
等
に
入
所
中
の
方
を
除
く
）

　

ま
た
、
同
じ
年
度
内
に
同
健
診

を
受
け
た
場
合
は
、
人
間
ド
ッ
ク

補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

保
険
年
金
課
高
齢
者
医

療
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
３
４
）

０４２

３８７

 　

後
期
高
齢
者
医
療
健
診
の
上
乗

せ
項
目
と
し
て
、希
望
者
に
対
し
、

フ
ォ
ロ
ー
健
診

（
独
自
健
康
診
査
）

フ
ォ
ロ
ー
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
フ
ォ
ロ
ー
健
診
は
、
加

入
し
て
い
る
保
険
の
種
類
に
限
ら

ず
、市
民
の
方
が
受
診
で
き
ま
す
。

　

ご
加
入
の
保
険
の
特
定
健
診
が

表
２
の
医
療
機
関
で
受
診
で
き
る

場
合
、
同
時
に
受
診
で
き
ま
す
。

　

表
２
の
医
療
機
関
で
受
診
で
き

な
い
場
合
は
、
特
定
健
診
受
診

後
、
そ
の
結
果
を
持
参
し
、
表
２

の
医
療
機
関
で
フ
ォ
ロ
ー
健
診
を

受
診
で
き
ま
す
。

問
合
先　

健
康
課
健
康
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
１
２
４
０
）

３２１

 　

登
録
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
必

要
に
応
じ
、
仕
事
を
ご
案
内
し
ま

す
。

職　

種　

保
育
士

業
務
内
容　

市
内
公
立
保
育
園
で

の
保
育
士
業
務

勤
務
時
間　

午
前
８
時
～
午
後
５

時　

分
の
間
で
１
日
７
時
間　

分

３０

３０

程
度

※　

勤
務
時
間
・
曜
日
は
相
談
に

応
じ
ま
す
。

資
格
等
要
件　

保
育
士
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方

※　

国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

賃
金
（
時
給
）　

千　

円
５０

※　

別
途
通
勤
に
要
す
る
経
費
を

条
件
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。

登
録
方
法　

所
定
の
用
紙
（
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
職

員
課
（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
）
に

て
、
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類　

証
明
写
真
（
縦
４

㌢
㍍
×
横
３
㌢
㍍
、
３
か
月
以
内

に
撮
影
し
た
も
の
）
１
枚
、
保
育

士
証
の
写
し

問
合
先　

職
員
課
人
事
研
修
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
０
８
）

０４２

３８７

 　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
が
始
ま
る
た

め
、　

月
か
ら
順
次
、
個
人
番
号

１０

を
お
知
ら
せ
す
る
通
知
カ
ー
ド

が
、
住
民
票
の
住
所
に
送
付
さ
れ

ま
す
。

　

転
入
・
転
居
の
届
け
出
が
お
済

み
で
な
い
場
合
や
住
民
票
の
住
所

と
異
な
る
場
所
に
住
ん
で
い
る
場

合
は
、
通
知
が
届
か
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
お
住
ま
い
の
市
区
町

村
に
住
民
票
の
異
動
の
届
け
出
を

臨
時
職
員
の
登
録
者
募
集

お
住
ま
い
の
場
所
に

住
民
登
録
は
お
済
み
で
す
か

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
建
物
を
管
理
・
所
有
す

る
方
は
、
住
居
表
示
板
（
市
民
課

で
交
付
）
を
設
置
し
、
通
知
カ
ー

ド
が
届
き
や
す
く
な
る
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

市
民
課
市
民
係
（
市
役

所
第
二
庁
舎
１
階
☎　

儿　

儿
９

０４２

３８７

８
３
０
）

 
〈
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
意
識

調
査
〉

　

市
で
は
、
日
常
生
活
と
ス
ポ
ー

ツ
・
運
動
と
の
状
況
を
今
後
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
事
業
へ
反
映
さ
せ
る

た
め
、
意
識
調
査
を
行
い
ま
す
。

対
象
の
方
へ
９
月
上
旬
に
調
査
票

を
郵
送
し
ま
し
た
。

対　

象　

平
成　

年
８
月
１
日
現

２７

在　

歳
以
上
で
、
住
民
基
本
台
帳

１８
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
方
２
千

人問
合
先　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
（
☎　

儿　

儿
２
４
６

０４２

３８６

２
）

〈（
仮
称
）第
５
次
男
女
共
同 

参
画
行
動
計
画
策
定
に
係
る 

市
民
意
識
調
査
〉

　

市
で
は
、
平
成　

年
３
月
に
第

２９

４
次
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
の

計
画
年
度
が
終
了
す
る
こ
と
に
伴

い
、
（
仮
称
）
第
５
次
男
女
共
同

参
画
行
動
計
画
（
平
成　

～　

年

２９

３２

度
）
を
策
定
し
ま
す
。

　

今
後
の
市
の
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
取
り
組
み
を
定
め
る
計
画

の
策
定
資
料
と
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
男
女
共
同
参
画
施
策
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

９
月
下
旬
に
郵
送
で
市
民
意
識
調

査
を
行
い
ま
す
。

対　

象　

平
成　

年
９
月
１
日
現

２７

意
識
調
査
を
実
施

在　

歳
以
上
で
、
住
民
基
本
台
帳

１８
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
方
２
千

人問
合
先　

企
画
政
策
課
男
女
共
同

参
画
室（
☎　

儿　

儿
９
８
５
３
）

０４２

３８７

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

返
送
方
法　

調
査
票
の
質
問
に
回

答
の
う
え
、
同
封
の
返
信
用
封
筒

に
入
れ
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

 　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

は
、
毎
年
１
月
１
日
を
賦
課
期
日

と
定
め
、
こ
の
賦
課
期
日
現
在
の

土
地
の
現
況
に
応
じ
て
課
税
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
も　

～　

月
に
、
畑
、
宅

１０

１２

地
な
ど
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
を
判

定
す
る
た
め
、
市
の
職
員
（
固
定

資
産
評
価
補
助
員
）
が
現
況
調
査

土
地
現
況
調
査
に

ご
協
力
を

を
行
い
ま
す
。

　

調
査
期
間
中
、
職
員
が
敷
地
内

に
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
職
員
は
必
ず
職
員
証
を
携
帯

し
て
い
ま
す
。
ご
不
明
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
先　

資
産
税
課
土
地
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
２
１
）

０４２

３８７

 　

公
募
委
員
選
考
基
準
等
に
よ

り
、
次
の
方
々
を
委
員
に
選
任
し

ま
し
た
。

〈
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
委
員
〉

　

▽
布
谷
美
幸
さ
ん
（
公
募
市

民
）

問
合
先　

子
育
て
支
援
課
子
育
て

支
援
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
３

０４２

３８７

委
員
選
任
結
果

６
）

〈
社
会
教
育
委
員
〉

　

▽
小
山
田
佳
代
さ
ん
、
佐
野
郁

蔵
さ
ん
、
原
田
隆
司
さ
ん
（
い
ず

れ
も
公
募
市
民
）

問
合
先　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
７
９
）

０４２

３８７

〈
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
〉

　

▽
畠
山
重
信
さ
ん
、
菅
沼
七
三

雄
さ
ん
、
川
口
亞
子
さ
ん
（
い
ず

れ
も
公
募
市
民
）

問
合
先　

公
民
館
本
館
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
１
８
４
）

３８３

〈
公
民
館
企
画
実
行
委
員
〉

　

公
民
館
企
画
実
行
委
員
選
出
要

綱
等
に
よ
り
、
次
の
方
を
委
員
に

選
任
し
ま
し
た
。

　

▽
原
島
茂
さ
ん
（
本
町
分
館
）

問
合
先　

公
民
館
本
館
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
１
８
４
）

３８３
 　

弁
護
士
会
多
摩
支
部
・
法
テ
ラ

ス
多
摩
共
催
の
弁
護
士
に
よ
る
法

律
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
月
）
午
後

１０

２６

ご
相
談
く
だ
さ
い

法
律
巡
回
相
談

１
時　

分
～
４
時　

分

３０

４０

と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
１
階

市
民
相
談
室

定　

員　

５
人
（
申
込
順
。
１
人

　

分
）

３０申　

込　

９
月　

日
か
ら
、
電
話

１６

ま
た
は
直
接
、
広
報
秘
書
課
広
聴

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
１
８
）
へ
。

３８７

 　

市
で
は
、
次
の
都
市
計
画
案
に

つ
い
て
縦
覧
を
行
い
ま
す
。ま
た
、

住
民
お
よ
び
利
害
関
係
の
あ
る
方

都
市
計
画
案
の
縦
覧
お
よ
び

意
見
書
の
受
け
付
け

の
意
見
書
を
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
都
市
計
画
案　

生
産
緑
地
地

区縦
覧
・
意
見
書
受
付
期
間　
　

月
１０

１
日
（
木
）
～　

日
（
木
）

１５

意
見
書
受
付　

住
所
・
氏
名
・
意

見
を
明
記
し
、
直
接
、
郵
送
（
必

着
）
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
都
市
計
画
課
へ
。

縦
覧
場
所
・
問
合
先　

都
市
計
画

課
都
市
計
画
係
（
〒　

儿
８
５
０

１８４

４
住
所
不
要
・
市
役
所
第
二
庁
舎

５
階
☎　

儿　

儿
９
８
５
９ 
　

０４２

３８７

０４２

儿　

儿
２
６
１
９
死s0

6
0
1
9
9

３８６

@
ko
gan
ei-sh

i.jp

）
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詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
公
立
小
・
中
学
校
に
配
布

し
て
い
る
「
毎
月
の
た
よ
り
」
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。◎

各
館
共
通

 

＝
未
就
学
児
対
象
（
保
護
者
同

伴
）

 

＝
小
学
生
対
象

 

＝
中
学
生
対
象

 

＝
高
校
生
世
代
対
象

◎
共
通
休
館
日

　

日
曜
日
、　

日
（
祝
）
、　

日

１２

３１

（
土
）

じ
ど
う
か
ん
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２

０
１
５
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か　

　

日
（
土
）
午
前　

時
～
午
後
４

３１

１１

時
、
第
三
小
学
校
体
育
館
で
子
ど

も
た
ち
が
主
体
で
運
営
し
ま
す
。

各
児
童
館
ブ
ー
ス
で
の
展
示
や
ゲ

ー
ム
、
バ
ン
ド
演
奏
等
を
実
施
。

今
月
の
お
も
ち
ゃ
病
院　

東
児
童

館
＝
７
日
（
水
）
。
緑
児
童
館
＝

　

日
（
火
）
。
貫
井
南
児
童
館
＝

１３
　

日
（
水
）
。
い
ず
れ
も
午
前　

２１

１０

時
～
午
後
１
時
、
１
件　

円
１００

 乳
幼
児
の
つ
ど
い 
　

毎
週
月
曜

日
は
０
～
２
歳
児
交
流
会
。
毎
週

水
曜
日
は
１
歳
児
交
流
会
。　

日
２８

は
誕
生
日
会
。
毎
週
木
曜
日
は
０

歳
児
交
流
会
。　

日
は
わ
ら
べ
う

２２

た
講
座
。　

日
は
誕
生
日
会
。
い

２９

ず
れ
も
午
前　

時
～
午
後
２
時
。

１０

交
流
会
は
正
午
ま
で
。　

日
１０

（
土
）
は
お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う
。

午
前　

時
か
ら
乳
児
ふ
れ
あ
い
遊

１０

び
。
午
前　

時　

分
か
ら
１
歳
以

１１

３０

上
の
歌
・
音
・
身
体
遊
び
。
午
前

　

時
～
正
午
。

１０ □未□小□中□高

□未

縁
日
で
も
ご
き
げ
ん
よ
う
劇
場
！

大
き
な
絵
本
の
読
み
聞
か
せ 
 

　

日
（
土
）
午
前　

時
か
ら

２４

１１

 常
設
子
育
て
ひ
ろ
ば 
　

月
曜
～

土
曜
日
午
前　

時
～
午
後
４
時
。

１０

５
日
（
月
）
は
誕
生
日
会
、
会
食

参
加　

円
。
７
日
（
水
）
は
お
は

７０

な
し
会
。
９
日
（
金
）
は
リ
サ
イ

ク
ル
。　

日
（
土
）
は
お
と
う
さ

１０

ん
も
い
っ
し
ょ
。　

日
（
月
）
は

１９

出
張
ひ
ろ
ば
、
栗
山
公
園
、
雨
天

中
止
。　

日
（
月
）
は
工
作
。　

１９

２０

日
（
火
）は
手
遊
び
。　

日
（
金
）

３０

は
茶
房
、　

円
。
い
ず
れ
も
午
前

３０

　

時
か
ら
。　

日
（
水
）
は
名
札

１１

１４

講
習
会
、　

円
、
午
前　

時
か
ら
、

１８０

１０

　

人
（
多
数
抽
選
）
、
９
月　

日

１０

１５

～　

日
に
申
し
込
み
（
電
話

２９
可
）
。　

日
（
月
）
は
リ
ズ
ム
遊

２６

び
。
午
前　

時　

分
か
ら

１０

３０

赤
ち
ゃ
ん
と
遊
ぼ
う 
 
　
　

日
１０

（
土
）
午
前　

時　

分
か
ら
、
赤

１０

３０

ち
ゃ
ん
と
遊
び
た
い
中
・
高
校
生

世
代
、　

人
（
申
込
順
）
、
９
月

１５

　

日
か
ら
申
し
込
み
（
電
話
可
）

１５わ
く
わ
く
キ
ッ
ズ 
 
　
　

日
１９

（
月
）
午
後
３
時　

分
か
ら
、
あ

３０

き
び
ん
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
工
作
、
幼

児
～
小
学
校
３
年
生
、　

人
（
多

１５

数
抽
選
）
、
９
月　

日
か
ら
申
し

１５

込
み
（
電
話
可
）

お
は
な
し
会 
 
　
　

日
（
木
）

２２

午
後
３
時　

分
か
ら

３０

専
門
相
談
事
業　
　

日
（
火
）
思

２７

春
期
相
談
。　

日
（
金
）
子
育
て

１６

相
談
。
い
ず
れ
も
午
前　

時
～
午

１０

後
２
時
（
随
時
受
付
）

中
高
生
世
代
あ
つ
ま
れ　

「
ぷ
れ

！！

い
す
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｊ
Ｉ
」 
 
　

毎

週
水
曜
日
午
後
６
時
～
８
時
。　
２１

日
は
ひ
が
じ
食
堂
②
、
チ
ン
ジ
ャ

オ
ロ
ー
ス
丼
＆
わ
か
め
ス
ー
プ
、

　

円
１００ 乳

幼
児
の
つ
ど
い 
　

毎
週
木
曜

□未
□小

□未□中
□高

□未
□小

□未
□小

□中
□高

□未

日
は
０
～
２
歳
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
、
毎
週
水
曜
日
は
０
歳
児
交
流

会
、　

日
は
離
乳
食
講
習
会
、
け

２１

ん
ち
ん
汁
、　

人
（
申
込
順
）
、

１０

　

円
、
９
月　

日
か
ら
申
し
込
み

１００

１６

（
電
話
可
）
。　

日
（
月
）
、　

１９

２６

日
（
月
）
は
１
歳
児
交
流
会
、　
１９

日
は
フ
ェ
ル
ト
の
名
札
講
習
会
、

５
人
（
多
数
抽
選
）
、
９
月　

日
１６

～　

日
に
申
し
込
み
（
電
話

２９
可
）
、　

日
は
誕
生
日
会
と
昼
食

２６

会
、
煮
込
み
う
ど
ん
、
刻
み
野
菜
、

ゆ
で
う
ど
ん
１
玉
、
食
器
、　

円
１００

を
午
前　

時
ま
で
に
持
参
。
い
ず

１１

れ
も
午
前　

時　

分
～
午
後
２

１０

３０

時
。

キ
ッ
ズ
・
ク
ッ
キ
ン
グ 
　
　

日
１９

（
月
）
午
後
３
時
か
ら
、
わ
く
わ

く
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ス
イ
ー
ツ
作
り
、

３
～
５
歳
児
、　

組
（
多
数
抽

１０

選
）
、　

円
、
９
月　

日
ま
で
に

１５０

２９

申
し
込
み
（
電
話
可
）

中
・
高
校
生
世
代
の
ス
ペ
ー
ス
＠

ヌ
ク
イ 
 
　

９
日
（
金
）
、　
１６

日
（
金
）
午
後
４
時
～
８
時
フ
リ

ー
ス
ペ
ー
ス
、
９
日
は
児
童
館
卓

球
世
界
大
会
、　

日
は
ゴ
ー
ス
ト

１６

ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
４
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
説
明
会
、
い
ず
れ
も
午
後
５
時

　

分
か
ら
。

３０バ
ン
ド
ス
タ
ジ
オ
貸
出 
 
　

グ

ル
ー
プ
、
個
人
い
ず
れ
も
可
、
要

事
前
申
込
（
電
話
可
）

サ
タ
デ
ィ
・
ス
ク
エ
ア 
 
　

土

曜
日
に
育
成
室
を
グ
ル
ー
プ
貸

出
、
要
事
前
申
込
（
電
話
可
）

 ほ
の
ぼ
の
サ
ロ
ン
（
乳
幼
児
の
つ

ど
い
） 
　

月
曜
～
金
曜
日
午
前

　

時
～
午
後
３
時
、
乳
幼
児
と
保

１０護
者
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
。
毎
週

水
曜
日
は
１
歳
児
以
上
あ
そ
ぼ
う

よ
。　

日
は
幼
児
食
講
習
会
、
炒

１４

め
納
豆
丼
、　

人
（
申
込
順
）
、

１０

　

円
、
保
育
あ
り
。
９
月　

日
か

１５０

１６

ら
申
し
込
み
（
電
話
可
）
。　

日
２８

は
誕
生
日
会
、
午
前　

時　

分
か

１１

３０

ら
。
毎
週
木
曜
日
は
０
歳
児
ひ
よ

□未

□中
□高

□中
□高

□中
□高

□未

こ
。
１
日
は
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

体
験
講
座
、　

人
（
申
込
順
）
、

１５

９
月　

日
か
ら
申
し
込
み
（
電
話

１７

可
）
。
午
前　

時　

分
か
ら
。　

１０

３０

２２

日
は
離
乳
食
講
習
会
、
一
般
食
か

ら
の
と
り
わ
け
シ
リ
ー
ズ
、
け
ん

ち
ん
汁
、　

人
（
申
込
順
）
、　

１０

１００

円
、
保
育
あ
り
、
９
月　

日
か
ら

２４

申
し
込
み
（
電
話
可
）
。
交
流
会

と
講
習
会
は
い
ず
れ
も
午
前　

時
１０

～
正
午

パ
パ
も
お
い
で
よ 
　
　

日（
土
）

２４

午
前　

時
～
正
午

１０

お
は
な
し
の
と
び
ら 
 
　

８
日

（
木
）
、　

日
（
木
）
午
後
３
時

２２

　

分
か
ら
、
読
み
聞
か
せ
ほ
か

３０ロ
ビ
ン
ソ
ン
ク
ラ
ブ 
 
　
　

日
２６

（
月
）
午
後
３
時　

分
か
ら
、
ハ

３０

ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
、
３
歳
～
小

学
校
３
年
生
、　

人
（
申
込

３０

順
）
、　

円
、
９
月　

日
か
ら
申

１００

１７

し
込
み
（
電
話
可
）

 　

乳
幼
児
お
よ
び
保
護
者
の
相
互

交
流
の
た
め
、
学
童
保
育
所
を
居

場
所
と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

毎
週
月
曜
・
火
曜
・
金

曜
日
午
前　

時　

分
～
午
後
０
時

１０

３０

　

分
。

４５※　
　

月　

日
（
火
）
～　

日

１２

２２

２９

（
火
）
は
実
施
し
ま
せ
ん
。
さ

く
ら
な
み
・
さ
わ
ら
び
学
童
保

育
所
は　

月
５
日
（
月
）
、
あ

１０

か
ね
学
童
保
育
所
は　

月
５
日

１０

（
月
）
と　

月　

日
（
月
）
は

１２

２１

実
施
し
ま
せ
ん
。
み
な
み
学
童

保
育
所
は
休
止
中
で
す
。

と
こ
ろ
・
問
合
先　

▽
た
け
と
ん

ぼ
学
童
保
育
所
（
☎　

儿　

儿
５

０４２

３８３

４
８
８
）
▽
さ
わ
ら
び
学
童
保
育

所
（
☎　

儿　

儿
５
４
８
９
）
▽

０４２

３８３

ま
え
は
ら
学
童
保
育
所
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
１
７
９
）
▽
さ
く
ら
な
み

３８３学
童
保
育
所
（
☎　

儿　

儿
１
１

０４２

３８３

８
３
）
▽
あ
か
ね
学
童
保
育
所

（
☎　

儿　

儿
３
３
７
０
）

０４２

３８５

□未
□未
□小

□未
□小

学
童
保
育
所

子
育
て
ひ
ろ
ば

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

子
ど
も
の
笑
顔
を
み
ん
な
で
守
る

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

（
通
告
・
相
談
）

・
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能

で
す
。

・
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
相
談
窓
口
）

　

☎　

儿　

儿
３
１
４
６
＝
月
曜
〜

０４２

３２１

土
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

（
緊
急
時
）

　

☎ 
１  
８  
９ 

い
ち 
は
や 
く

※　

お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ

な
が
り
ま
す
。

※　

☎
１
８
９
が
つ
な
が
ら
な
い

場
合
は
、
☎
０
５
７
０
儿　

儿
０６４

　

へ
。

０００

就
学
支
度
資
金
・
修
学
資
金

貸
付
制
度
の
ご
案
内

表１　就学支度資金
償還期間据置期間貸付限度額

据置期間
経過後
２０年以内

専修学校
（一般課
程のみ）
５年以内

中学校
卒業後
６か月

 ４０,６００円小学校入学者（※）
 ４７,４００円中学校入学者（※）

卒業後
６か月

１６０,０００円高等学校、専修学校に入学する場合

４２０,０００円私立の高等学校、専修学校の高等課程
に入学する場合

３８０,０００円
国公立の大学、短期大学、高等専門学
校、専修学校の専門課程に入学する場
合

５９０,０００円私立の大学、短期大学、高等専門学校、
専修学校の専門課程に入学する場合
※　所得税非課税世帯の方に限る。
表２　修学資金の学校・学年別貸付限度額 （月額、単位：円）

備　考４・５年１～３年通学区分学校種別等
据
置
期
間
＝
卒
業
後
６
か
月

償
還
期
間
＝
据
置
期
間
経
過
後　

年
以
内

２０

　
　
　
　
　

専
修
学
校
（
一
般
課
程
の
み
）
５
年
以
内

害１８,０００自　宅国公立高等学校
専修学校
（高等課程）

害２３,０００自宅外
害３０,０００自　宅私　立
害３５,０００自宅外

４５,０００２１,０００自　宅国公立
高等専門学校 ５１,０００２２,５００自宅外

５３,０００３２,０００自　宅私　立 ６０,０００３５,０００自宅外
３・４年１・２年通学区分学校種別等
害４５,０００自　宅国公立短期大学

専修学校
（専門課程）

害５１,０００自宅外
害５３,０００自　宅私　立
害６０,０００自宅外

４５,０００４５,０００自　宅国公立
大　学 ５１,０００５１,０００自宅外

５４,０００５４,０００自　宅私　立 ６４,０００６４,０００自宅外
害３２,０００害専修学校（一般課程）

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
子
さ
ん
が

就
学
す
る
際
の
無
利
子
の
資
金
貸

付
制
度
（
東
京
都
母
子
及
び
父
子

福
祉
資
金
）
で
す
。
就
学
支
度
資

金
（
表
１
）は
入
学
費
用
と
し
て
、

修
学
資
金
（
表
２
）
は
卒
業
ま
で

の
修
学
費
用
と
し
て
ご
利
用
で
き

ま
す
。

　

な
お
、
事
前
相
談
が
必
要
に
な

り
、
審
査
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

子
育
て
支
援
課
子
育
て

支
援
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
３

０４２

３８７

６
）

ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

月
の
じ
ど
う
か
ん

月
の
じ
ど
う
か
ん

月
の
じ
ど
う
か
ん

1010

 　

９
月
期
分
＝
４
～
９
月
分

振
込
日　

９
月　

日
（
水
）

３０

　

振
込
日
以
降
、
通
帳
で
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。
金
融
機
関
に
よ
っ

て
は
２
・
３
日
遅
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

次
の
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
▽
振
込
日
以
降
、
７
日
を
過

ぎ
て
も
振
り
込
ま
れ
な
い
場
合　

▽
指
定
口
座
を
変
更
し
た
場
合

問
合
先　

子
育
て
支
援
課
手
当
助

成
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
３
９
）

０４２

３８７

 
と　

き　
　

月　

日
（
土
）
午
前

１０

２４

　

時　

分
～
正
午

１０

３０

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
大

会
議
室

講　

師　

松
田
景
子
さ
ん
（
臨
床

発
達
心
理
士
）

対　

象　

０
～
３
歳
の
乳
幼
児
の

父
親

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１５

そ
の
他　

保
育
あ
り
（
要
事
前
申

込
）　

申　

込　

９
月　

日
か
ら
、
電
話

１５

ま
た
は
直
接
、
子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
３
１
４

０４２

３２１

１
＝
月
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）へ
。

 
と　

き　
　

月
６
日
（
火
）
午
前

１０

　

時　

分
～　

時　

分

１０

３０

１１

３０

対　

象　

お
お
む
ね
６
か
月
以
上

の
離
乳
食
を
食
べ
て
い
る
お
子
さ

ん
と
保
護
者

定　

員　

６
組　
（
申
込
順
）

費　

用　
　

円
（
１
食
分
を
親
子

２６０

で
試
食
）

そ
の
他　

宗
教
食
、
ア
レ
ル
ギ
ー

食
な
ど
の
配
慮
食
は
で
き
ま
せ

ん
。

申　

込　

９
月　

日
か
ら
、
電
話

１５

で
同
保
育
園
（
☎　

儿　

儿
１
１

０４２

３８３

８
１
）
へ
。

市
愛
育
手
当
の
支
給

父
親
講
座

あ
そ
び
を
知
る
と

子
ど
も
が
わ
か
る　
！？

市
立
わ
か
た
け
保
育
園

離
乳
食
試
食
会

 
〈
エ
ン
ジ
ェ
ル
教
室
〉

　

リ
ズ
ム
遊
び
、
離
乳
食
の
話
、

同
じ
地
域
の
方
と
の
交
流
等
を
通

じ
て
育
児
を
学
び
ま
す
。

と　

き　
　

月
８
日
（
木
）
、　

１０

２２

日
（
木
）
午
前　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

４
～
５
か
月
児
と
保
護

者申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接
、

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

〈
カ
ル
ガ
モ
教
室
〉

　

親
子
の
触
れ
合
い
遊
び
や
親
同

士
の
交
流
を
通
じ
、
子
ど
も
へ
の

か
か
わ
り
方
を
学
び
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
、　

月　

１０

２８

１１

２５

日
、　

月　

日
、
い
ず
れ
も
水
曜

１２

１６

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

日
午
前　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

平
成　

年
８
月
～　

月

２６

１２

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

定　

員　
　

組
（
多
数
抽
選
）

１４

申
込
方
法　

９
月　

日
ま
で
に
、

２９

電
話
ま
た
は
直
接
、
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

〈
赤
ち
ゃ
ん
の
集
ま
り
〉

　

助
産
師
さ
ん
を
囲
ん
で
お
話
し

し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　
　

月　

日
（
木
）
午
後

１０

２９

２
時
～
３
時

と
こ
ろ　

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ

ー
ル
（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
）
練
習
室
２
・
３

対　

象　

０
歳
児
と
保
護
者

定　

員　
　

組
（
多
数
抽
選
）

１５

申
込
方
法　
　

月　

日
ま
で
に
、

１０

１３

電
話
ま
た
は
直
接
、
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

問
合
先　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎　

儿　

儿
３
１
４
１
＝

０４２

３２１

月
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）
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滄
浪
泉
園
は
、
９
月　

日
３０

（
水
）
ま
で
夏
季
特
別
無
料
開
放

中
で
す
が
、　

月
１
日
（
木
）
も
、

１０

市
制
記
念
日
お
よ
び
滄
浪
泉
園
の

開
園
記
念
日
の
た
め
、
無
料
で
開

放
し
ま
す
。

開
園
時
間　

火
曜
日
を
除
く
午
前

９
時
～
午
後
５
時
（
入
園
は
４
時

　

分
ま
で
）

３０問
合
先　

環
境
政
策
課
緑
と
公
園

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
６
０
）

０４２

３８７

 　

乳
幼
児
医
療
証
・
義
務
教
育
就

学
児
医
療
証
を
更
新
し
、
新
し
い

医
療
証
（
淡
い
オ
レ
ン
ジ
色
）
を

　

月
１
日
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

１０
　

医
療
証
が
届
か
な
い
場
合
は
、

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

古
い
医
療
証
（
若
草
色
）
は
、

　

月
１
日
以
降
使
用
で
き
ま
せ

１０ん
。
直
接
、
子
育
て
支
援
課
の
回

収
箱
ま
た
は
郵
送
で
返
却
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
所
得
制
限
超
過
等
で
消

滅
に
な
っ
た
方
に
は
、
医
療
費
助

成
受
給
資
格
消
滅
通
知
書
を　

月
１０

上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

問
合
先　

子
育
て
支
援
課
手
当
助

成
係
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不

１８４

要
・
市
役
所
第
二
庁
舎
３
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
３
９
）

３８７

 
テ
ー
マ　

身
近
に
あ
る
農
業
や
農

産
物
（
畑
、
野
菜
、
植
木
な
ど
）

応
募
資
格　

小
学
生

応
募
条
件　

▽
８
つ
切
り
サ
イ
ズ

の
画
用
紙
に
、
絵
の
具
、
ク
レ
ヨ

ン
、
色
鉛
筆
等
を
使
用　

▽
１
人

１
作
品

入　

賞　

市
長
賞
・
議
長
賞
・　
ＪＡ

乳
幼
児
医
療
証
・

義
務
教
育
就
学
児
医
療
証

を
更
新

農
業
祭
の
農
業
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

東
京
む
さ
し
組
合
長
賞
各
１
点
、

金
賞
６
点
、
銀
賞
９
点
、
銅
賞　
１２

点
（
各
賞
と
も
賞
状
と
副
賞
を
授

与
）

作
品
の
扱
い　

▽
入
賞
者
に
は　
１１

月
上
旬
に
通
知
し
、　

月　

日
、

１１

１４

　

日
の
農
業
祭
で
展
示
し
ま
す
。

１５▽
応
募
作
品
の
使
用
権
は
主
催
団

体
等
に
帰
属
し
ま
す
。
▽
応
募
作

品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

応
募
用
紙
配
布
場
所　

経
済
課

（
市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
）
で
配

布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

主　

催　

農
業
振
興
連
合
会

応
募
方
法　
　

月
７
日
（
必
着
）

１０

ま
で
に
、
応
募
用
紙
を
作
品
の
裏

面
に
は
り
、
郵
送
ま
た
は
直
接
、

経
済
課
産
業
振
興
係
へ
。

問
合
先　

経
済
課
産
業
振
興
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
☎

１８４

　

儿　

儿
９
８
８
２
）

０４２

３８７

 
と　

き　

９
月　

日
（
日
）
午
前

２７

９
時
～
午
後
４
時

問
合
先　

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所

（
☎　

儿　

儿
７
７
７
１
）

０４２

３８２

 　

任
期
満
了
に
よ
る
市
長
選
挙

は
、　

月　

日
（
日
）
に
行
わ
れ

１２

１３

ま
す
。

　

こ
の
選
挙
の
立
候
補
届
出
等
に

関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
方

は
、
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
の
方
が
出
席
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
金
）
午
後

１０

２３

２
時
か
ら

と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
８
階

　

会
議
室

８０１そ
の
他　

印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

問
合
先　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
☎　

儿　

儿
９
８
８
１
）

０４２

３８７

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所

感
謝
セ
ー
ル

立
候
補
を

予
定
し
て
い
る
方
へ

市
長
選
挙
の
説
明
会
を
開
催

　

市
で
は
、
災
害
に
備
え
て　

歳
７５

以
上
の
高
齢
者
や
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
登
録
対
象
者
の
名
簿
を

作
成
・
管
理
し
て
い
ま
す
。

登
録
対
象
者　

市
内
在
住
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▽　
　

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

７５
の
方
お
よ
び　

歳
以
上
の
高
齢

７５

者
の
み
の
世
帯
の
方
等
で
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
が
行
う
高

齢
者
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
登
録
し
て
い
る
方

▽　

要
介
護
認
定
で
要
介
護
３
～

５
の
方

▽　

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

の
方

▽　

愛
の
手
帳
１
・
２
度
の
方

▽　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
・
２
級
の
方

▽　

右
記
に
準
ず
る
状
態
の
方

で
、
市
に
申
請
を
行
っ
た
方

〈
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿 

に
つ
い
て
〉

　

市
で
は
、
災
害
時
要
配
慮
者
名

簿
登
録
者
の
中
で
、
災
害
時
に
自

力
で
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
く
、

家
族
等
の
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い

方
を
「
避
難
行
動
要
支
援
者
」
と

し
、
同
支
援
者
名
簿
を
作
成
し
て

い
ま
す
。

　

同
支
援
者
名
簿
の
作
成
に
あ
た

り
、
９
月　

日
（
水
）
か
ら
、
約

１６

２
か
月
間
、
民
生
委
員
が
災
害
時

要
配
慮
者
名
簿
の
登
録
対
象
者
宅

を
訪
問
し
、
特
に
災
害
時
の
支
援

が
必
要
と
認
め
た
方
を
同
支
援
者

名
簿
に
登
録
を
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
登
録
対
象
者
の
う
ち
、
昨
年

度
ま
で
に
対
象
と
な
り
訪
問
を
受

け
た
方
は
、
今
回
訪
問
し
ま
せ

ん
。

　

同
支
援
者
名
簿
は
、
災
害
に
備

え
た
地
域
の
協
力
体
制
づ
く
り
の

た
め
に
必
要
な
情
報
と
し
て
、
市

の
関
係
部
署
、
消
防
署
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
等
関
係
機
関
と
共

有
し
て
い
ま
す
。

登
録
申
請　

登
録
対
象
者
に
準
ず

る
状
態
の
方
で
登
録
を
希
望
す
る

方
は
、
地
域
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
調
査
を
行
い
、
特
に
災

害
時
の
支
援
が
必
要
と
認
め
る
場

合
は
、
名
簿
に
登
録
し
ま
す
。

削
除
申
出　

登
録
対
象
者
の
方

で
、
登
録
を
希
望
し
な
い
場
合

は
、
登
録
の
削
除
の
申
し
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

地
域
福
祉
課
地
域
福
祉

係
（
☎　

儿　

儿
９
９
１
５
）

０４２

３８７

 　

市
で
は
、
災
害
が
発
生
し
た
際

に
自
力
で
避
難
が
困
難
な
高
齢
者

や
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
「
避
難

行
動
要
支
援
者
」
に
対
し
て
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
「
支
援
者
」
に
な

っ
て
い
た
だ
き
、
見
守
り
や
安
否

確
認
、
避
難
支
援
の
体
制
を
整
備

し
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
す
た
め
、
避
難
行

動
要
支
援
者
支
援
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

〈
事
業
の
概
要
〉

▽　

災
害
時
要
配
慮
者
名
簿
作
成

お
よ
び
調
査
＝
名
簿
対
象
者
を

民
生
委
員
が
個
別
訪
問
し
、
実

情
調
査
を
実
施

▽　

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
作

成
お
よ
び
共
有
＝
民
生
委
員
の

調
査
を
も
と
に
避
難
行
動
支
援

避
難
行
動
要
支
援
者

モ
デ
ル
地
区
事
業
を
実
施
中

を
要
す
る
人
を
名
簿
登
載
。
市

役
所
内
関
係
部
署
、
消
防
署
、

警
察
署
、
民
生
委
員
等
で
名
簿

を
共
有

※　

施
設
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
モ
デ
ル
地
区
事
業
】

▽　

避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
の

協
定
締
結
お
よ
び
名
簿
情
報
の

共
有
＝
市
と
モ
デ
ル
地
区
を
実

施
す
る
自
治
会
等
に
お
い
て
協

定
を
結
び
、
本
人
同
意
を
い
た

だ
い
た
方
に
つ
い
て
、
自
治
会

等
と
名
簿
情
報
の
共
有

※　

モ
デ
ル
地
区
に
よ
っ
て
、
支

援
の
仕
方
は
異
な
り
ま
す
。

▽　

支
援
者
の
特
定
＝
自
治
会
・

自
主
防
災
会
等
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
要
支
援
者
を
支
援
す

る
人
（
支
援
者
）
を
特
定

▽　

支
援
者
と
要
支
援
者
本
人
等

で
、
要
支
援
者
の
基
本
的
な
事

項
、
特
有
の
状
況
、
か
か
り
つ

け
医
や
緊
急
連
絡
先
、
留
意
事

項
な
ど
安
否
確
認
や
避
難
支
援

に
必
要
な
情
報
を
記
載
し
た
個

別
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
＝
プ
ラ

ン
は
、
要
支
援
者
、
支
援
者
、

自
治
会
、
市
、
民
生
委
員
等
で

共
有

〈
モ
デ
ル
地
区
〉

　

現
在
、
モ
デ
ル
地
区
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
自
治
会
、
自
主

防
災
会
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

▽
貫
井
南
町
東
自
治
会
・
自
主

防
災
会　

▽
小
金
井
貫
井
住
宅
自

治
会　

▽
貫
井
南
町
西
自
治
会
・

自
主
防
災
会　

▽
弁
天
通
り
自
治

会
・
防
災
会　

▽
貫
井
坂
下
中
組

自
治
会
・
貫
井
南
町
中
自
主
防
災

会問
合
先　

地
域
福
祉
課
地
域
福
祉

係
（
☎　

儿　

儿
９
９
１
５
）

０４２

３８７

 　

高
齢
者
の
実
態
を
把
握
し
、
必

要
に
応
じ
て
近
隣
協
力
者
等
が
見

守
る
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組

民
生
委
員
に
よ
る
高
齢
者

（　

歳
・　

歳
）
訪
問

７５

８０

み
、
地
域
で
の
高
齢
者
に
対
す
る

福
祉
協
力
体
制
の
整
備
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
が
対
象
年
齢
者
宅
を

訪
問
し
て
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

等
、
見
守
り
支
援
が
必
要
な
方
に

は
、
ご
本
人
の
意
思
を
確
認
の
う

え
個
人
票
を
作
成
し
ま
す
。
（
す

で
に
個
人
票
を
作
成
し
て
い
る
方

は
除
き
ま
す
）

　

今
回
、
民
生
委
員
が
訪
問
し
な

い
方
で
も
、
不
安
の
あ
る
方
は
介

護
福
祉
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
に
は
守
秘
義
務
が
あ
る

た
め
個
人
情
報
は
守
ら
れ
ま
す
。

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期　

間　

９
月　

日
（
水
）
か
ら

１６

約
１
か
月
間

対　

象　

▽
昭
和　

年
９
月　

日

１４

１６

～　

年
９
月　

日
に
生
ま
れ
た
方

１５

１５

▽
昭
和
９
年
９
月　

日
～　

年
９

１６

１０

月　

日
に
生
ま
れ
た
方　

▽
平
成

１５

　

年
９
月
１
日
～　

年
８
月　

日

２６

２７

３１

に
転
入
し
た
方
で
、
昭
和　

年
９

１４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

問
合
先　

介
護
福
祉
課
包
括
支
援

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４
５
）

０４２

３８７

 　

福
祉
用
具
や
紙
お
む
つ
な
ど
に

つ
い
て
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

　

な
お
、
介
護
が
必
要
な
方
が
い

て
、
参
加
が
難
し
い
方
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

と　

き　
　

月
３
日
（
土
）
午
後

１０

１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

小
金
井
ひ
が
し
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

定　

員　
　

人
（
申
込
順
。
介
護

１５

者
を
優
先
）

申　

込　

９
月　

日
か
ら
、
同
セ

１５

ン
タ
ー（
☎　

儿　

儿
６
５
１
４
）

０４２

３８６

へ
。

 　

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族
同
士
、
悩
み
や
不
安
を
語
り

ま
な
ぶ
・
語
る
・
つ
な
が
る

家
族
の
会

家
族
介
護
教
室

認
知
症
の
人
へ
の
対
応
に

つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

合
い
ま
せ
ん
か
。

と　

き　
　

月　

日
（
水
）
午
後

１０

１４

１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

前
原
暫
定
集
会
施
設
Ａ

会
議
室

講　

師　

五
島
シ
ズ
さ
ん
（
認
知

症
介
護
研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ

ー
客
員
上
級
研
究
員
）

対　

象　

認
知
症
の
家
族
を
介
護

し
て
い
る
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

申　

込　

９
月　

日
か
ら
、
緑
寿

１５

園
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿

０４２

４６２

１
２
０
６
）
へ
。

 　

腰
や
ひ
ざ
の
痛
み
、
体
力
低
下

の
予
防
、
健
康
増
進
の
た
め
に
、

体
操
な
ど
を
理
学
療
法
士
が
指
導

し
ま
す
。
ま
た
、
管
理
栄
養
士
に

よ
る
栄
養
指
導
も
実
施
し
ま
す
。

と　

き　
　

月
２
日
～　

月　

日

１０

１２

２５

の
毎
週
金
曜
日
午
前　

時
～
正
午

１０

と
こ
ろ　

小
金
井
あ
ん
ず
苑
（
前

原
町
５
儿
３
儿　

）
２４

対　

象　

市
内
在
住
で　

歳
以
上

６５

の
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
方
（
初
め
て
の
参
加
者

優
先
）

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

１５

申　

込　

９
月　

日
ま
で
に
、
電

３０

話
で
小
金
井
あ
ん
ず
苑
（
☎　

儿
０４２

　

儿
７
５
１
１
）
へ
。

３８８
  　

お
ふ
ろ
屋
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
、
高
齢
者
の
健
康
保
持
や
児
童

と
の
交
流
・
憩
い
の
場
と
し
て
、

「
敬
老
湯
」
を
実
施
し
ま
す
。

元
気
あ
ん
ず
ク
ラ
ブ

　

月
か
ら
の
利
用
者
募
集

１０お
と
し
よ
り
無
料
入
浴
デ
ー

　

大
き
な
お
ふ
ろ
で
の
ん
び
り

と
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。

と　

き　

９
月　

日
（
祝
）
午
後

２１

４
時
～　

時
１１

と
こ
ろ　

ぬ
く
い
湯
（
貫
井
北
町

３
儿
４
儿
４
）

対　

象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上

６５

の
方
と
小
学
生
以
下
の
方

そ
の
他　

ご
利
用
の
際
は
、
当

日
、
浴
場
に
口
頭
で
必
ず
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４
３
）

０４２

３８７

  
と　

き　
　

月
８
日
（
木
）
午
前

１０

　

時
～
正
午

１０と
こ
ろ　

日
本
歯
科
大
学
口 
腔 
リ

く
う

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
多
摩
ク
リ
ニ

ッ
ク
３
階
研
修
室
（
東
町
４
儿　
４４

儿　

）
１９

内　

容　

発
達
に
偏
り
が
あ
る
子

ど
も
の
食
事
と
口
腔
ケ
ア
に
つ
い

て講　

師　

菊
谷
武
さ
ん
（
同
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
）
、
水
上
美
樹
さ
ん

（
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
歯
科
衛
生
士
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

６０

そ
の
他　

保
育
あ
り
（
９
月　

日
３０

ま
で
に
要
事
前
申
込
）

申　

込　

９
月　

日
か
ら
、
電

１５

話
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た

は
直
接
、
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
４

２
２
儿　

儿
１
５
５
０ 

０
４
２

６０

２
儿　

儿
１
５
６
４
死k

ira
ri4

６０

@
gro
u
p
-kagaw

a.co
m

）
へ
。

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

「
き
ら
り
」
講
演
会FAX

災
害
時
要
配
慮
者
名
簿
を

９
月
１
日
付
け
で
更
新

　

月
１
日
も

１０
　

滄
浪
泉
園
を

　
　

無
料
開
放

　

月
１
日
も

１０
　

滄
浪
泉
園
を

　
　

無
料
開
放



27・9・155

健
康
課
健
康
係（
☎
042―

321―

１
２
４
０
）

 
と　

き　
　

月
１
日
（
木
）
、　

１０

１５

日
（
木
）
午
前
９
時　

分
～　

時

３０

１０

　

分
４５と

こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

１
歳
未
満
の
乳
児
（
標

準
的
な
接
種
年
齢
は
、
５
か
月
～

８
か
月
未
満
）

注
意
事
項　

前
日
の
夜
か
ら
接
種

す
る
腕
（
左
腕
）
へ
の
塗
り
薬
は

控
え
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

健
康
課

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

 　

左
表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

対
象
の
方
に
は
、
案
内
状
を
郵
送

し
ま
す
の
で
、
届
か
な
い
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

健
康
課

　

月
の
乳
幼
児
・

１０産
婦
健
康
診
査

対　象と　き健康診査名
平成２７年６月生
まれの乳児と母
親

１０／１（木）３〜４か月児・
産婦健康診査 　／１５（木）

平成２６年３月生
まれの幼児

１０／６（火）１歳６か月児
健康診査 　／２０（火）

平成２４年９月生
まれの幼児

１０／１４（水）３歳児
健康診査 　／２８（水）

   問合先　健康課害害各種事業案内 各種事業案内 害害
内　容ところと　き

▷身体測定、育児および保健・栄
養相談
▷母乳相談（婦人会館、公民館東
分館のみ）
▷歯科相談（公民館東分館のみ）
▷身体測定のみも可。気軽に直接
会場へお越しください。

婦人会館１０月６日（火）
１３：３０〜１５：３０

乳幼児健康相談
（のびのび広場相談）

公民館貫井南
分館

１０月７日（水）
１３：３０〜１５：３０

公民館東分館１０月２１日（水）
１３：３０〜１５：３０

福祉会館１０月２７日（火）
１３：３０〜１５：３０

▷身体測定、育児および保健相談
▷助産師の日は母乳相談（妊婦含
む）
▷身体測定のみも可　▷相談は要
予約

保健センター

▷助産師＝
１０月８日（木）、
２２日（木）
▷保健師＝
１０月１日（木）、
１５日（木）
いずれも
９：３０〜１１：３０

▷要予約（当日
も可）［担当医］藤墳〃１０月２７日（火）

１３：３０〜１４：３０
歯科健康相談
（歯科医師）

▷血圧測定、健
康相談など
▷医師との相談
は１３：３０〜１４：
４５（要予約）

保健師のみ福祉会館５階１０月９日（金）
１３：３０〜１５：３０

成人健康相談
（医師・保健師） ［担当医］

浅 沼（整 形 外
科）、梅澤（眼科）

公民館東分館１０月２３日（金）
１３：３０〜１５：３０

▷食生活で気になることや食事療
法、離乳食など
▷要予約　▷別の日程を希望の方
は、ご相談ください。

保健センター１０月１６日（金）
１３：３０〜１５：３０

栄養相談
（管理栄養士）

※　保健師・管理栄養士・歯科衛生士による電話相談は随時受け付けます。

10
月
の
相
談
日

ところ・問合先と　き相談名
広報秘書課広聴係（市役所第二
庁舎１階☎０４２−３８７−９８１８）

月曜〜金曜日
（市役所執務時間内）市 民 相 談

渇ところ＝市民相談室
渇予約が必要です。
渇法律相談、交通事故相談、外
国人相談は、９月１６日から、
直接または電話で受け付け。

　法律相談は各日とも６人
渇その他の相談は、相談日の当
日午前９時〜正午に、直接ま
たは電話で受け付け

渇広報秘書課広聴係（☎０４２−
３８７−９８１８）へ予約してくだ
さい。

１０月２０日　October２０
午前１０時〜正午
１０：００am−１２：００am

 外  国  人  相  談 
がい こく じん そう だん

（English）

午前９時
〜正午

１０月１・６・８・１３・
１５・２０・２２・２７・２９日法 律 相 談

い
ず
れ
も
午
後
１
時　

分
か
ら

３０

１０月１４・２８日税 務 相 談

１０月１９日人 権 ・
身の上相談

１０月７日建築・登記・
表示登記相談

１０月１５日行 政 相 談

１０月２１日相続等暮らしの
書類作成相談

１０月１３日交通事故相談

渇ところ＝市民相談室
渇企画政策課男女共同参画室
（☎０４２−３８７−９８５３）へ予約し
てください。

１０月２・９・１６・２３・３０日
午後１時３０分〜４時３０分
※　保育あり（１歳以上の未就学
児。１か月前までに要事前申
込）

女性総合相談
（夫婦・家族・
人間関係）

子育て支援課（市役所第二庁舎
３階☎０４２−３８７−９８３６）

月曜〜金曜日
（市役所執務時間内）

母子（ひとり
親）・女性相談

教育相談所（本町６−５−３シ
ャトー小金井別館３階☎０４２−
３８４−２５０８）

月曜〜土曜日
午前９時〜午後４時３０分教 育 相 談

経済課（市役所第二庁舎４階☎
０４２−３８４−４９９９）

月曜〜金曜日
午前９時３０分〜午後４時
（正午〜午後１時を除く）

消費生活相談

労働相談情報センター国分寺事
務所（国分寺市南町３−２２−１０
☎０４２−３２１−６１１０）

月曜〜金曜日
午前９時〜午後５時労 働 相 談

ところ・問合先と　き相談名

渇小金井きた地域包括支援センター
（桜町１−９−５☎０４２−３８８−２４４０）

渇小金井みなみ地域包括支援センター
（前原町５−３−２４☎０４２−３８８−８４００）

渇小金井ひがし地域包括支援センター
（中町２−１５−２５☎０４２−３８６−６５１４）

渇小金井にし地域包括支援センター
（貫井北町２−５−５☎０４２−３８６−７３７３）

月曜〜土曜日
午前９時〜午後５時３０分

高齢者介護
相 談

火曜日＝小金井ひがし地域
包括支援センター
第２木曜日＝小金井みなみ
地域包括支援センター
第４木曜日＝小金井きた地
域包括支援センター
いずれも午後１時３０分〜４
時３０分
※　電話で各地域包括支援
センターへ予約してくだ
さい。

高齢者向け
住宅改修相談

まちづくり推進課住宅係（市役所第二
庁舎５階☎０４２−３８７−９８６１）へ１週間
前までに予約してください。

第２木曜日
午後１時３０分〜４時３０分

木 造 住 宅
耐 震 相 談

シルバー人材センター（貫井北町１−
８−２１☎０４２−３８３−６１４１）

第１・２木曜日
午前１０時〜正午
（午前１０時までに来所の方）

シルバー人材
セ ン タ ー
入 会 相 談

ふれ愛センター（福祉会館１階☎０４２
−３８７−１２３４）

月曜〜金曜日
（第１・３火曜日を除く）
午前９時〜午後４時

福祉機器相談

福祉オンブズマン事務局（福祉会館２
階☎ ＝０４２−３８３−１２２５）へ予約して
ください。

FAX水曜日午後１時〜５時福祉サービス
苦情・相談

渇ボランティア・市民活動センター（福
祉会館２階相談室☎０４２−３８７−００１１）
渇予約制（１日２組まで）

第２土曜日
午前１０時〜午後１時

ひきこもり
相 談

自立相談サポートセンター（福祉会館
４階☎０４２−３８６−０２９５）

月曜〜金曜日
午前８時３０分〜午後５時

生活困窮者
自 立 相 談

 　

節
目
年
齢
の
女
性
の
方
を
対
象

に
、
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を
無
料

で
実
施
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
土
）
午
前

１１

１４

８
時　

分
～
午
後
５
時
（
正
午
～

３０

午
後
１
時
を
除
く
）

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

昭
和　

・　

・　

・

２０

２５

３０

　

・　

・　

・　

・　

年
生
ま
れ

３５

４０

４５

５０

５５

の
女
性
の
方

※　

Ｘ
線
検
査
の
た
め
、
妊
娠
中

の
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

２００

そ
の
他　

検
診
の
結
果
、
指
導
が

必
要
な
方
を
対
象
に
、
後
日
骨
粗

し
ょ
う
症
予
防
教
室
を
実
施
し
ま

す
。

申　

込　

９
月　

日
（
必
着
）
ま

２８

で
に
、
郵
送
（
１
人
１
通
）
で

「
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
申
込
」
・

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
生

年
月
日
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明

記
し
、
健
康
課
（
〒　

儿
０
０
１

１８４

５
貫
井
北
町
５
儿　

儿　

）
へ
。

１８

１８

 
と　

き　
　

月　

日
（
土
）
午
後

１０

２４

４
時
～
５
時　

分
３０

と
こ
ろ　

市
医
師
会
館
３
階

講　

師　

天
野
秀
介
さ
ん
（
市
医

師
会
会
員
）

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

健
康
課

 　

女
性
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
お
よ
び
視
診
・
触
診
の

併
用
検
査
で
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
木
）
～　

１１

２６

３０

日
（
月
）午
前
９
時
～　

時　

分
、

１１

３０

午
後
１
時
～
３
時　

分
（　

日
を

３０

２９

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

健
康
講
演
会

骨
粗 
鬆 
症
の
診
断
と
治
療

し
ょ
う

乳
が
ん
検
診

除
く
）

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

平
成　

年
３
月　

日
現

２８

３１

在　

歳
以
上
の
女
性
で
、
平
成　

４０

２６

年
４
月
以
降
に
市
の
乳
が
ん
検
診

を
受
診
し
て
い
な
い
方
。
な
お
、

次
の
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

　

▽
現
在
授
乳
中
、
妊
娠
中
、
断

乳
後
６
か
月
以
内
の
方　

▽
乳
房

疾
患
で
治
療
中
、
経
過
観
察
中
、

手
術
後
の
方　

▽
ま
っ
す
ぐ
に
立

つ
こ
と
が
難
し
い
方　

▽
心
臓
に

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
装
着
し
て
い

る
方　

▽
豊
胸
手
術
を
し
た
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

２００

費　

用　

２
千
円
（
受
診
時
納

入
）

※　

生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
減

免
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
生

活
保
護
受
給
証
明
書
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

▽
検
診
時
間
の
指
定
は

で
き
ま
せ
ん
。
▽
希
望
が
集
中
し

た
場
合
、
別
の
検
診
日
を
ご
案
内

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

申　

込　

９
月　

日
（
必
着
）
ま

２８

で
に
、
郵
送
（
１
人
１
通
）
で

「
保
健
セ
ン
タ
ー
乳
が
ん
検
診
希

望
」・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・

受
診
希
望
日
（
３
つ
ま
で
。
午

前
・
午
後
の
希
望
）
を
明
記
し
、

健
康
課
（
〒　

儿
０
０
１
５
貫
井

１８４

北
町
５
儿　

儿　

）
へ
。

１８

１８

 　

毎
日
の
少
し
の
心
が
け
が
生
活

習
慣
を
改
善
し
ま
す
。
女
性
の
体

の
変
化
や
更
年
期
の
正
し
い
知
識

を
身
に
つ
け
て
、
健
康
に
輝
き
続

け
る
コ
ツ
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

と　

き　
　

月　

日
（
月
）
、　

１０

２６

１１

月
６
日
（
金
）
午
後
１
時　

分
～

３０

女
性
の
た
め
の

健
康
美
人
教
室

４
時　

分
（
全
２
回
）

３０

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　
　

～　

歳
の
女
性

２０

６４

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

３０

そ
の
他　

保
育
あ
り

申　

込　

９
月　

日
か
ら
、
電
話

１５

で
健
康
課
へ
。

 
と　

き　
　

月　

日
（
金
）
午
後

１０

２３

２
時
～
３
時　

分
３０

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
５
階

内　

容　

管
理
栄
養
士
・
歯
科
衛

生
士
に
よ
る
講
義
、
試
食
な
ど

対　

象　

お
お
む
ね
８
～　

か
月

１１

児
の
保
護
者

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１８

そ
の
他　

母
子
同
室
で
す
。
子
ど

も
連
れ
の
方
は
、
申
込
時
に
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

申　

込　

９
月　

日
か
ら
、
電
話

１５

で
健
康
課
へ
。

離
乳
食
教
室

３
回
食
へ
の
進
め
方



27・9・15 6

掲載を希望する団体は、後援申請を行った担当
課に記載方法・締切日などを確認してください。

 

■全国地域安全運動市民のつどい　１０月
７日（水）午後２時～４時３０分／小金井
宮地楽器ホール／１０月１１日～２０日に実施
される同運動のプレイベント。東京工学
院専門学校演劇部による振込詐欺撃退演
劇、三船和子歌謡ショー、ひったくり・
子供に対する犯罪の防犯対策実演ショー
等を開催。／当日直接会場へ。／小金井

警察署生活安全課（☎０４２－３８１－０１１０）
■水道局を装った悪質な訪問業者に注意
水道局では、水道料金の集金、宅地内の
漏水修理、給水管・排水管の清掃、口座
情報の聞き出し等は行っていません。不
審な場合は、身分証の提示を求め、勝手
に作業させないでください。すぐに契約
や支払いはせず、下記へご連絡くださ
い。／東京都水道局多摩お客さまセンタ
ー（☎０５７０－０９１－１０１＝日曜・祝日を除
く午前８時３０分～午後８時）

このコーナーでは、市民グループなどの催し物等を紹介します。事業の実施内容に
市および教育委員会は携わっていませんので、ご不明な点は、主催者にお問い合わ
せください。（掲載内容についての責任は主催者側に負っていただきます）

 

●第３８回小金井カメラクラブ写真展　
９月２１日（祝）～２７日（日）午前１０時～午後
６時（２１日は午後１時から、２７日は午後
５時まで）／小金井　宮地楽器ホール市
民ギャラリー／写真家の比留間和也さん
と会員１０人が撮りためたテーマ作品「空」
と自由作品、合計４５点を展示します。／
同クラブ・橘田（☎０４２－３０１－３７９１）
●水彩画「彩友会」　 ９月２４日（木）～
２８日（月）午前１０時～午後６時（２４日は
正午から）／小金井　宮地楽器ホールマ
ルチパーパススペース／男性４人、女性
６人による水彩画（静物、風景等）／大
井（☎０４２－３１６－５９６１）
●学習会「中学生が進路を選ぶときの手
がかりに－都立・私立高校の特色と受験
のこと等について」　 ９月２６日（土）＝
宮崎眞由美さん（都立東久留米総合高等
学校教諭）、１０月３日（土）＝鴨志田勇
さん（私立藤村女子高等学校教諭）／い
ずれも午後２時～４時３０分／福祉会館３
階生活室／２０人（当日先着順）／５００円／
高校問題小金井の会・菅野（☎０４２２－３１
－９９４７＝午後７時以降）
●多摩の大恩人川崎平右衛門を歩こう　
９月２７日（日）府中市大國魂神社随神門前
午前９時集合（荒天中止）／１００人（申込
順）／大人１,０００円、高校生以下５００円／申
し込みは、電話でＮＰＯ法人むさしの歩
こう会・金子（☎０９０－４９５３－８３１１）へ。
●ＴｈｅＥｇｇＴｒｅｅＨｏｕｓｅグリーフケア
９月２７日、１０月２５日、１１月２２日、１２月２７
日、いずれも日曜日午後２時～４時／真
蔵院十住堂（都立小金井公園入口付近）
／大切な人、身近な人を亡くした方々の
交流の場です。／５歳以上のお子さんと
保護者／１０組（申込順）／無料／９月１５
日から、電話またはＥメールで（一社）
エッグツリーハウス（☎０３－３８６７－６７９１
死egg.tree.house@gmail.com）へ。

●「法の日」無料相談　１０月１日（木）
午後１時～４時／東京法務局府中支局１
階ロビー、会議室（府中市新町２－４４）
／土地・建物の調査、測量、境界問題お
よび不動産の表示登記の相談／当日直接
会場へ。／東京土地家屋調査士会府中支
部（☎０４２－３２６－６９３９）
●外国人のための無料専門家相談会　１０
月４日（日）午後０時３０分～３時３０分／
国分寺労政会館（ＪＲ国分寺駅南口徒歩
５分）／ビザ、結婚、労働等の問題を弁
護士、行政書士、社会保険労務士、教育
相談員等がボランティアスタッフと協力
して通訳を介し問題を解決へと導きま
す。／外国人対象／無料／秘密厳守／当
日直接会場へ。／国分寺市国際協会（☎
０４２－３２５－３６６１）
●語りと音楽の会　１０月４日（日）午後
２時開演（１時３０分開場）／西国分寺小
俣邸（国分寺市泉町３丁目）／小泉八雲
の雪おんなを語りとリードオルガンとガ
ラスの打楽器で、川端康成の掌の小説よ
り化粧、有難うを語りとピアノでおこな
います。／５０人／２,５００円（茶菓子付）／
申し込みは、ともだちや・谷（☎０９０－
８４９２－１２７０）ヘ。
●オペラに於ける声楽家たち　１０月７日
（水）、１１月４日（水）午前１０時～正午
／公民館貫井北分館／声楽家たちの役割
の解説とオペラ歌手によるミニコンサー
ト／直井紀子さん（音楽指導員）／３０人
（多数抽選）／１,５００円（２日間）／９月
２５日までに、はがきに住所・氏名・年
齢・電話番号を明記し、はじめてオペラ
の会・大野雅弘（〒１８４－０００３緑町４－
１７－２２☎０９０－６７１３－０６１７）へ。
●フリーマーケット出店募集　１０月１１日
（日）午前９時～午後２時３０分（雨天中
止）にむさし小金井自動車教習所（緑町
１－３－２６）で開催するムサコフリーマ
ーケットの出店者を募集します。／出店
料＝車出店５００円、手持出店１００円／応募
者多数の場合は抽選／詳細はホームペー

ジ（http://www.musako.co.jp/）で。／
９月２５日までに、電話で同教習所（☎
０４２－３８１－３３２１）へ。
●東京学芸大公開講座「新多摩学のすす
め－あなたの知らない多摩の魅力」　１０
月１７日、１１月７日、１４日、２１日、１２月５
日、いずれも土曜日午後１時～３時／多
摩地域の自然や文化の特徴等について解
説／椿真智子さん（同大学教授）ほか／
５,０００円（全５回）／詳細は同大学ホーム
ページ（http://www.u-gakugei.ac.jp 
/seminar/2015/post-39.html）で。／
同大学地域連携係（☎０４２－３２９－７１１９）
 

●グラウンドゴルフ秋の大会　１０月２０日
（火）午前９時～午後１時（雨天＝２７日）
／上水公園運動施設グラウンド／市内在
住の方／２００円（当日納入）／市グラウン
ドゴルフ連盟／９月２９日までに、電話で

同連盟・村杉（☎０４２－３０１－７８６６）へ。
●ワンポイント水泳教室（土曜コース）
１０月２４日、３１日、１１月２１日、１２月５日、
１９日、いずれも土曜日午前９時～１０時４５
分／総合体育館プール／クロールで２５ｍ
以上泳げる方／３０人（多数抽選）／２,０００
円／１０月５日（必着）までに、往復はが
きに住所・氏名・年齢・電話番号を明記
し、体育協会「ワンポイント水泳教室土
係」（〒１８４－０００１関野町１－１３－１総合
体育館内☎０４２－３８４－４００１）へ。
●第４０回体育協会法人化記念レディー
スゴルフ大会　１１月１２日（木）午前７時
５０分集合／都ゴルフ倶楽部（山梨県）／
女性の方／３０人（多数抽選）／送迎あり
／３,０００円（プレー代１２,４００円別途清算、
キャディ・昼食付き）／９月３０日（必着）
までに、往復はがきに住所・氏名（ふり
がな）・生年月日・電話番号を明記し、市
ゴルフ協会・八十島（〒１８４－０００４本町６
－１４－２８－１６０６☎０９０－２５５６－１８７３）へ。

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%

　友好都市三宅村の男性と、島外在住
の女性が出会うためのツアーです。
と　き　１０月１６日（金）～１８日（日）
対　象　三宅島外に住む２０歳以上の独
身女性
定　員　２５人
参加費　２０,０００円
主　催　プロジェクトチーム３ＰＬＡＹ

（三宅村ふれあい交流事業推進協議会）
その他　１０月上旬に説明会を都内にて
実施します。
申込方法　９月３０日までに、ホームペ
ージ（http://miyake-shimakon.com/）
で。
問合先　三宅島観光協会（☎０４９９４－
５－１１４４）

三宅三宅島島「「島コンツアー2015島コンツアー2015」」
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Ｔ
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Ｇ
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こ
が
ね 

い
ゴ
ス
ペ
ル
ク
リ
ス
マ 

ス
コ
ン
サ
ー
ト
〉

　

ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
で
活
躍
す
る

シ
ン
ガ
ー
た
ち
の
力
強
い
歌
声
と

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
聴
く
者
を

圧
倒
し
ま
す
。

と　

き　
　

月
６
日
（
日
）
午
後

１２

３
時
開
演

出　

演　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ハ
ー

レ
ム
・
シ
ン
ガ
ー
ズ

チ
ケ
ッ
ト
料
金　

一
般
４
千　
５００

円
、
学
生
２
千
円
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こ
が
ね
い
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
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コ
ン
サ
ー
ト
〉

　

ウ
ィ
ー
ン
の
名
手
た
ち
に
よ
る

本
場
の
音
楽
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

と　

き　

平
成　

年
１
月
９
日

２８

（
土
）
午
後
２
時
開
演

出　

演　

ウ
ィ
ー
ン
・
リ
ン
グ
・

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

チ
ケ
ッ
ト
料
金　

Ｓ
席
７
千
円
、

Ａ
席
６
千
円
、
学
生
２
千
円

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

と
こ
ろ　

同
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　

各　

人
（
多
数
抽
選
）

３０

そ
の
他　

▽
座
席
位
置
の
指
定
は

で
き
ま
せ
ん
。
▽
友
の
会
の
割
引

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
▽
一
般

発
売
日
は
９
月　

日
（
水
）
か
ら

３０

で
す
。
▽
未
就
学
児
の
入
場
は
で

き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法　

９
月　

日
～　

日

１７

２５

（
必
着
）
に
、
往
復
は
が
き
に
公

演
名
・
希
望
席
種
・
希
望
枚
数

（
１
人
２
枚
ま
で
）・
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号

（
市
内
在
勤
・
在
学
の
方
は
勤
務

先
名
ま
た
は
学
校
名
）を
明
記
し
、

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ
ー
ル
「
市

内
先
行
チ
ケ
ッ
ト
係
」
（
〒　

儿
１８４

０
０
０
４
本
町
６
儿　

儿　

☎　

１４

４５

０４２

儿　

儿
８
０
９
９
）
へ
。
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〈
か
さ
ね
歌
講
座
〉

　

腹
式
呼
吸
と
ス
ト
レ
ッ
チ
を
組

み
合
わ
せ
た
ス
ト
レ
ッ
チ
ブ
レ
ス

で
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、
二
つ
の
曲

を
重
ね
て
歌
う
新
し
い
合
唱
ス
タ

イ
ル
を
学
び
、
心
を
楽
し
く
豊
か

な
気
持
ち
に
し
ま
す
。

と　

き　
　

月
１
日
（
木
）
、　

１０

１１

月
１
（
日
）
、　

月
３
日
（
木
）

１２

い
ず
れ
も
午
後
３
時
～
４
時　
３０

分
、
午
後
７
時
～
８
時　

分
３０

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館
北

町
ホ
ー
ル

講　

師　

藤
田
武
志
さ
ん（
歌
手
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　

各
回　

人
（
申
込
順
）

４０

申
込
方
法　

９
月　

日
か
ら
、
電

１６

話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
武
石
（
☎

　

儿
７
１
８
８
儿
７
８
９
１
死b

０９０

ellab
ellavo

ce2
0
1
4
@
gm
ail.

co
m

）
へ
。

〈 
箏 
と
尺
八
に
親
し
む 

こ
と邦

楽
入
門
講
座
〉

　

わ
が
国
古
来
の
伝
統
楽
器
、
箏

と
尺
八
そ
れ
ぞ
れ
を
親
し
む
講
座

で
す
。
講
座
で
は
音
譜
の
読
み
方

か
ら
覚
え
て
、
合
同
発
表
会
で
の

市
民
が
つ
く
る
自
主
講
座

学
び
・
く
ら
し

演
奏
を
め
ざ
し
ま
す
。

と　

き　

①
尺
八
＝　

月
７
日
～

１０

　

月
４
日
の
毎
週
水
曜
日
午
後
１

１１時
～
３
時
（
全
５
回
）
②
箏
＝　
１０

月　

日
～　

月　

日
の
毎
週
土
曜

１７

１１

１４

日
午
後
１
時
～
３
時
（
全
５
回
）

と
こ
ろ　

公
民
館
緑
分
館

講　

師　

①
千
葉 

山
さ
ん
（
新

都
山
流
大
師
範
）
②
纓
田
伊
星
花

さ
ん
（
山
田
流
箏
曲
教
授
）

定　

員　

各　

人
（
申
込
順
）

２０

そ
の
他　

箏
と
爪
は
貸
し
出
し
ま

す
。
練
習
用
の
尺
八
が
必
要
な
方

は
３
千
円
で
購
入
で
き
ま
す
。

申
込
方
法　

９
月　

日
か
ら
、
電

１５

話
で
浜
本
（
☎
０
４
２
２
儿　

儿
３３

６
７
０
６
）
へ
。

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

問
合
先　

公
民
館
本
館
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
１
８
４
）

３８３
 　

自
分
の
住
む
地
域
や
多
摩
地
域

を
実
際
に
歩
き
、
そ
の
今
昔
を
見

つ
め
る
こ
と
で
、
改
め
て
わ
が
ま

ち
の
魅
力
を
確
か
め
合
い
ま
す
。

ま
た
、
講
義
で
知
識
を
深
め
ま

す
。

と　

き　
　

月　

日
、　

月　

１０

１０

１１

１４

日
、　

月　

日
、
平
成　

年
１
月

１２

１２

２８

９
日
、
い
ず
れ
も
土
曜
日
午
前　
１０

時
～
午
後
２
時
（
全
４
回
）

講　

師　

織
壁
哲
夫
さ
ん
、
塚
田

善
久
さ
ん
（
い
ず
れ
も
郷
土
研
究

家
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
２
時
間
程
度
歩
け
る
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

２０

参
加
費　
　

円
（
入
館
料
）

２００

そ
の
他　

毎
回
お
弁
当
、
飲
み
物

等
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申　

込　

９
月　

日
（
必
着
）
ま

２４

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
公
民
館
東
分
館

「
歴
史
散
歩
係
」　
（
〒　

儿
０
０

１８４

１
１
東
町
１
儿　

儿
１
☎　

儿　

３９

０４２

３８４

儿
４
４
２
２
）
へ
。

市
民
講
座

わ
が
ま
ち
歴
史
散
歩

パ
ー
ト
３

小
金
井

宮
地
楽
器
ホ
ー

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ
ー
ルル

（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
））

市
内
先
行
受

市
内
先
行
受
付付



27・9・157
　

市
内
に
あ
る
「
ま
ち
の
宝
物
」

を
探
し
な
が
ら
ジ
ョ
ギ
ン
グ
と
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
見
つ

け
た
宝
物
は
、
参
加
者
で
共
有
し

マ
ッ
プ
を
作
り
ま
す
。

　

見
慣
れ
た
日
常
生
活
を
新
鮮
な

ま
な
ざ
し
で
見
直
し
、
暮
ら
し
を

楽
し
む
き
っ
か
け
を
探
し
ま
せ
ん

か
。

と　

き　

９
月　

日
（
土
）
午
前

２６

９
時
～
正
午
（
雨
天
実
施
）

集
合
場
所　

ア
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
シ

ャ
ト
ー
２
Ｆ
（
本
町
６
儿
５
儿
３

シ
ャ
ト
ー
小
金
井
２
階
）

共　

催　

東
京
都
、
（
公
財
）
東

京
都
歴
史
文
化
財
団

そ
の
他　

▽
小
学
校
４
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴　

▽
既
往
症
の
あ

る
方
は
、
事
前
に
医
師
の
診
断
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

９
月　

日
ま
で
に
、

２４

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
、
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
（
未
成

年
の
場
合
は
保
護
者
の
氏
名
・
連

絡
先
）
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ー
ト
フ

ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
へ
。

問
合
先　

事
業
の
内
容
に
つ
い
て

＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア

ク
シ
ョ
ン
（
☎ 

＝　

儿
３
６
２

０５０

７
儿
９
５
３
１
＝
月
曜
～
金
曜
日

午
前　

時
～
午
後
５
時
、
死m

ail

１０

@
artfu

llactio
n
.n
et

）
、
芸
術

文
化
振
興
計
画
に
つ
い
て
＝
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
文
化
推
進
係

（
☎　

儿　

儿
９
９
２
３
）

０４２

３８７

 

FAX

 　

清
里
山
荘
に
宿
泊
す
る
１
泊
２

日
の
バ
ス
ツ
ア
ー
で
す
。
ワ
イ
ン

工
場
や
富
岡
製
紙
工
場
も
見
学
し

ま
す
。

と　

き　
　

月
４
日
（
水
）
午
前

１１

７
時　

分
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所
集

３０

合
～
５
日
（
木
）
午
後
６
時
同
所

解
散

参
加
費　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
＝
１
万
５
千
円
、
そ
の
他

の
方
＝
１
万
７
千
円
（
宿
泊
代
、

１
日
目
昼
・
夕
食
代
、
２
日
目
朝
・

昼
食
代
、
バ
ス
代
、
保
険
代
等
）

そ
の
他　

▽
団
体
申
込
も
受
け
付

け
ま
す
。
団
体
の
場
合
は
、
指
定

の
集
合
場
所
へ
バ
ス
を
配
車
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
▽
申
込
人
数

が　

人
以
下
の
場
合
は
運
行
を
中

１５
止
し
ま
す
。

申
込
方
法　

９
月　

日
～　

月　

１６

１０

１５

日
に
、
電
話
で
参
加
者
全
員
の
氏

名
・
生
年
月
日
・
年
齢
お
よ
び
代

表
者
の
住
所
・
電
話
番
号
を
清
里

山
荘
申
込
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０

１
２
０
儿　

儿　

）
へ
。

４８４

６４７

問
合
先　

清
里
山
荘
（
☎
０
５
５

１
儿　

儿
４
６
４
９
）

４８

  　

経
験
豊
富
な
講
師
陣
か
ら
創
業

の
基
礎
を
学
び
、
事
業
の
設
計
図

と
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
、
じ

っ
く
り
考
え
る
約
３
か
月
の
集
中

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
講
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
東
小
金
井
事
業
創
造

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp

://ko
-to
.in
fo
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ

清
里
山
荘
バ
ス
ツ
ア
ー

信
州
り
ん
ご
狩
り
と
宝
石
庭

園
・
太
鼓
シ
ョ
ー
＆
清
里
高

原
め
ぐ
り

コ
ウ
カ
シ
タ
創
業
ス
ク
ー
ル

参
加
者
募
集

い
。

と　

き　
　

月
３
日
、　

日
、　

１０

１７

３１

日
、　

月　

日
、　

日
、　

月　

１１

１４

２８

１２

１２

日
、
い
ず
れ
も
土
曜
日
午
前　

時
１０

～
午
後
４
時
（
全
６
回
）

と
こ
ろ　

同
セ
ン
タ
ー
（
梶
野
町

１
儿
２
儿　

）
３６

定　

員　
　

人
３０

参
加
費　

３
万　

円
２４０

そ
の
他　

本
事
業
は
特
定
創
業
支

援
事
業
で
す
。

申　

込　

同
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
申
込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
電
話

で
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番

号
・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
同
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
４
２
２
儿　

儿
２

３１

０
４
０
）
へ
。

  
と　

き　

９
月　

日
（
土
）
①
午

２６

前　

時　

分
～　

時
②　

時
～　

１０

３０

１１

１１

１１

時　

分
３０

と
こ
ろ　

公
民
館
緑
分
館
視
聴
覚

室内　

容　

お
は
な
し
①
「
き
つ
ね

と
ぶ
ど
う
」
②「
な
ら
梨
と
り
」
ほ

か対　

象　

①
３
歳
以
上
の
幼
児
と

保
護
者
②
小
学
生

協　

力　

こ
が
ね
い
お
は
な
し
の

会申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

図
書
館
緑
分
室
（
☎　
０４２

儿　

儿
７
３
０
２
）

３８７

  
と　

き　
　

月　

日
（
土
）
午
後

１０

２４

２
時
キ
ッ
ク
オ
フ

と
こ
ろ　

味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム

（
京
王
線
飛
田
給
駅
徒
歩
５
分
）

対　

象　

市
内
在
住
の
小
学
生
と

保
護
者

定　

員　

ペ
ア　

組
（
大
人
１

１００

枚
・
子
ど
も
１
枚
。
ホ
ー
ム
自
由

子

ど

も

お
は
な
し
会

ス

ポ

ー

ツ

Ｆ
Ｃ
東
京
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

（
Ｖ
Ｓ
浦
和
レ
ッ
ズ
）
に

無
料
ご
招
待
！

１０月１２日（祝）
粋な江戸の踊り１０：００～
ストリートダンス１０：４５～
キッズダンス１１：１５～
ハーモニカ合奏１２：１０～
民謡三味線合奏１２：４０～
楽器伴奏で全員歌う１３：１０～
歌、コーラス、踊り１３：４０～
フラ１４：３５～
バレエ１４：５５～
ハワイアンフラ・ウクレレ＆コーラス１５：２５～
ジャズダンス１６：２０～
ダンス１６：５０～
三味線と唄と踊り１７：２０～
バレエ１８：１５～
ストリートダンス１８：４０～
クラシックバレエ創作作品１８：５５～

席
。
多
数
抽
選
）

そ
の
他　

▽
重
複
申
込
は
無
効
で

す
。
▽
当
選
発
表
は
、
返
信
は
が

き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

主　

催　

Ｆ
Ｃ
東
京

申
込
方
法　

９
月　

日
（
必
着
）

２５

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
観
戦
希

望
者
２
人
の
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
子
ど
も
の
学
校
名
・
学
年

を
明
記
し
、
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
「
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｔ

Ｏ　

Ｄ
ａ
ｙ
親
子
観
戦
ご
招
待

係
」
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不

１８４

要
）
へ
。

問
合
先　

Ｆ
Ｃ
東
京
（
☎　

儿
３

０３

６
３
５
儿
８
９
８
５
）
、
生
涯
学

習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
２
４
６
２
）

３８６
 　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
体
力

づ
く
り
を
目
的
に
、
市
立
の
学
校

施
設（
体
育
館
ほ
か
）を
広
く
市
民

の
皆
さ
ん
に
開
放
し
て
い
ま
す
。

種
目
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

 
そ
の
他　

▽
初
め
て
の
方
は
、
指

導
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
▽
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係（
☎　

儿　

儿
２
４
６
２
）

０４２

３８６

　

月
の
ス
ポ
ー
ツ

１０個
人
利
用
開
放
校

実施日時　間曜日ところ種　目

１１・１８日午後１時～４時日緑　小卓 球

７・１４日午後６時～９時水前原小剣 道

４・１１・１８日正午～午後３時日本町小バドミントン

２・９・１６日午後７時～９時金一　中柔 道

　市民の皆さんによる手作りの文化の祭典です。下表のとおり、市内各地の会場で
趣向を凝らしたさまざまな催しを行いますので、ぜひ、お越しください。
主　催　小金井市民文化祭実行委員会
問合先　同実行委員会・並木（☎０４２−３８４−９０６４）、展示発表については渡辺
（☎０９０−４１２６−７０４４）

第３回

10月2日（金）～25日（日）
小金井市民文化小金井市民文化祭祭

小金井　宮地楽器ホール　市民ギャラリーほか
１０月２日（金）〜５日（月）

書道展１０：００～１７：００
１０月９日（金）〜１２日（祝）

作品展（書道、水墨画、絵画、写真、布絵、押し花絵、電子工作、パ
ンフラワー、布人形、シャドーボックス、和服地リメイク作品、トー
ルペイント等）

１０：００～１７：００

小金井　宮地楽器ホール　大ホール
１０月１０日（土）
フラ（ダンス）１０：０５～
ピアノ独奏１１：００～
ハンドベル演奏１１：３０～
フラダンス１２：１５～
ハーモニカ合奏１２：３０～
合唱１３：１５～
カラオケ１３：３０～
ブルーグラス＆カントリ
ー歌と演奏１４：１５～

シャンソン（ピアノ、ベ
ース、ドラム）１５：００～

フラダンス１５：５５～
歌・コーラス（ピアノ・
ギター）１６：２５～

筝・三絃・尺八の合奏１６：５５～
筝・三絃・尺八の合奏１７：５０～
ロックバンド１８：４５～
ヒップホップダンス１９：１５～
１０月１１日（日）
ハンドベル演奏１０：００～
吹奏楽１０：４５～
阿波踊り１１：３０～
カラオケ、歌謡１１：４５～
叙情歌・ポップス・海外
の歌１２：３０～

ハワイアン演奏とフラダ
ンス１３：１５～

新舞踊１４：１０～
マンドリン・ギターの合
奏１５：０５～

コーラス１６：００～
新舞踊１６：３０～
ピアノ演奏１７：００～
さまざまなジャンルの生
演奏１７：５５～

オーケストラ演奏１８：５０～

小金井　宮地楽器ホール　小ホール
１０月１１日（日）

オカリナ演奏１１：００～
フルートアンサンブル１２：００～
ポップスバンド１２：３０～
マジック１３：３０～
写真スライドショー（小金井・今昔）１４：００～
エレクトーン演奏１４：３０～
アコースティックギターによる歌と
演奏１５：１５～

演劇１６：１５～
１０月１２日（祝）

金管五重奏１０：００～
ダンス・歌１０：３０～
ケーナ（南米の笛）演奏１１：００～
朗読の勉強１２：００～
木管アンサンブル１３：００～
邦楽　唄と三味線１３：３０～
ジャズビッグバンドによる演奏１４：００～

小金井　宮地楽器ホール 練習室２・３
１０月４日（日）

俳句大会１３：３０～１６：００
公民館東分館
１０月１８日（日）

囲碁大会９：００～１７：００
江戸東京たてもの園内

１０月１７日（土）・１８日（日）
いけ花と茶席のつどい
　茶席は菓子がなくなり次第終了しま
す。
渇　いけ花（１７日＝９：３０～１６：３０、
１８日＝９：３０～１５：３０）
渇　茶席（１７日＝１０：００～１６：００、１８
日＝１０：００～１５：００）

その他
小金井　宮地楽器ホール　小ホール

１０月１０日（土）
みんなで歌おう「童謡・唱歌等」
（歌唱指導あり）

１１：００～
１２：００

認知症をぶっとばせ「認知症なん
て怖くない」＝主催は特別企画ピ
ンシャンコロリ研究会。講師は長
谷川浩さん（杏林大学医学部准教
授）、斎藤寛和さん（小金井市医
師会会長）

１３：００～
１６：００

小金井　宮地楽器ホール　スペースＮ
１０月１０日（土）

囲碁教室「囲碁の世界にふれてみよ
う」＝大垣九段による多面打ち指導

１０：００～
１７：００

１０月１１日（日）
ロボット遊園地「ロボットを見て
ふれてみよう」＝東京農工大学　
ロボット研究会（ＲＵＲ）

１１：００～
１７：００

１０月１２日（祝）
押し花を楽しもう「押し花ポスト
カード」＝午前１０時、１１時、午後
１時、２時、３時（各回１０人。当
日先着順）

１０：００～
１６：００

小金井　宮地楽器ホール　和室
１０月１０日（土）・１１日（日）

こがねい郷土かるたで遊ぼう１０：００～
１６：００

１０月１２日（祝）
お花を一輪編みませんか＝各回５
人（当日先着順。見学可）

１４：００～、
１５：３０～

展示発表出演発表

いろいろ体験コーナー

小金井　宮地楽器ホール　大ホール
１０月２５日（日）

こがねいガラ・コンサート２０１５＝有料
公演です。詳細は同ホール（☎０４２−
３８０−８０９９）へお問い合わせください。

特別公演

平
成　

年
度
小
金
井
市
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術
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物
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の
宝
物
を
探
そ
う
！！
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＆
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ー
クク

そ
の
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の
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参
加
者
募

参
加
者
募
集集
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９
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日（
日
）

２０

９
月　
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月
・
祝
）

２１

９
月　

日（
火
・
休
）

２２

９
月　

日（
水
・
祝
）

２３

９
月　

日（
日
）

２７

この休日診療は、小
金井市医師会、小金
井歯科医師会、薬剤
師会の協力で実施し
ています。
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受付時間：午前９時〜正午、午後１時〜５時
　　　　　準夜→午後５時３０分〜９時
※　電話で確認のうえ、受診してください。

●印は病医院所在地
○内は診療科目

診療時間：午前９時〜正午、
　　　　　午後１時〜５時

《 準　夜 》
診療は、午後６時から

午前９時〜正午
午後１時〜５時

薬を処方された場合は、各
医療機関受付にお問い合わ
せください。
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空
室
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り　
△
：
空
室
少
し　
×
：
満
室

10月の行事
親子ふれあい体験教室（４日
＝さつまいも掘り体験）、天体
教室＝１７日
平成２８年１月分の予約
１０月１日から受け付けます。
申し込みは、
☎０１２０－４８４－６４７（申込専用）
 ０５５１－４８－４６４６
http://koganei-kiyosato.com/
問合先　清里山荘（☎０５５１－
４８－４６４９）
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青少年のため青少年のためのの
科学の祭科学の祭典典20120155

●JR国分寺駅（北口）より
 ・ 徒歩20分程度

●JR武蔵小金井駅（北口）より
 ・ 京王バス［小平団地行５番乗り場］学芸大正門下車徒歩３分
 ・ 徒歩の場合は25分程度

国分寺駅 武蔵小金井駅

早稲田実業早稲田実業
小・中・高小・中・高
早稲田実業
小・中・高

本町

本多５ 交番

保健センター前
貫井北町1

JR中央本線

東京学芸大学東京学芸大学東京学芸大学

コンビニ

バス停
学芸大
正門

新
小
金
井
街
道

新
小
金
井
街
道

新
小
金
井
街
道

小
金
井
街
道

北門北門

東門東門

正門正門

北門

東門

正門

当日は東門・正門当日は東門・正門
入口からしか入場入口からしか入場
できません。できません。
車での来場はでの来場は
ご遠慮ください。ご遠慮ください。

当日は東門・正門
入口からしか入場
できません。
車での来場は
ご遠慮ください。

至三鷹至立川

東京大会in小金東京大会in小金井井
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　科学技術の楽しさ、発見の喜びを一人でも多
くの青少年に体験してもらうため、「青少年の
ための科学の祭典」を開催します。
　創造性と熱意あふれる小学校・中学校・高
校・大学・研究機関等や諸団体が集い、それぞ
れユニークな方法で実験や科学工作を会場いっ
ぱいに繰り広げます。
と　き　１０月４日（日）午前１０時〜午後４時３０
分（開会式は午前９時３０分から。雨天実施）
ところ　東京学芸大学（右図）
出展団体・内容
渇　小金井警察署＝白バイ展示ほか
渇　小金井消防署＝はしご車搭乗体験、防炎製
品着火実験、ＡＥＤ
渇　トヨタ西東京カローラ株×パナソニックカ
ーエレクトロニクス株＝ハイブリッドカー実
車展示×ハイブリッドカー模型工作教室

渇　ＦＣ東京＝キックターゲットゲーム
渇　国際ソロプチミスト東京−新宿＝万華鏡
渇　国際ソロプチミスト東京−小金井＝ＵＶチ
ェックビーズでブレスレットを作ろう

渇　多摩六都科学館＝自然にある放射線を測ろう
渇　理科教育高度支援センター＝相談コーナー
渇　滝川洋二先生のサイエンス・ライブショー
※　その他多数出展（９０ブース予定）
その他　渇小学校３年生以下のお子さんは保護
者の同伴が必要です。渇当日、受付でブース配
置図を配布します。渇市内小・中学校の作品を
展示します。渇ごみは各自お持ち帰りくださ
い。渇商工会が模擬店を出店します。
主　催　２０１５「青少年のための科学の祭典」東
京大会 ｉｎ 小金井実行委員会、東京学芸大学、
国際ソロプチミスト東京−小金井、（公財）日
本科学技術振興財団・科学技術館、小金井市、
小金井市教育委員会
共　催　東京農工大学、法政大学、情報通信研
究機構、商工会、ＮＰＯ法人ガリレオ工房、多
摩信用金庫
!
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問合先　同実行委員会事務局・森本（☎
０９０−７９４４−１９００）、市生涯学習課生涯学
習係（☎０４２−３８７−９８７９）
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日 

休
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休
館
日 

休
館
日

 
アトム薬局

（ ）緑町1－6－53うさぎビル1F
☎042－388－5400

 
みなみ調剤薬局

（ ）貫井南町5－20－15
☎042－381－7405

 
キタムラ薬局

（ ）本町1－8－12
☎042－384－8292

 
龍光堂薬局

（ ）本町5－18－6
☎042－383－5601

 
ひばり薬局（小金井店）
（ ）本町2－10－17岩内ビル1F

☎042－388－5389

 
調剤薬局北なが

（ ）本町5－18－13
☎042－381－2906

 
まちば薬局

（ ）本町4－14－21－101
☎042－387－2151

 
廣栄調剤薬局

（ ）東町4－33－18－101
☎042－385－8698

 
薬局日本メディカル
（ ）本町1－18－3

☎042－316－5407

 
にじいろ薬局

（ ）梶野町5－9－9クレール1F
☎042－316－3795

 
ココカラファイン薬局小金井店
（ ）本町1－8－14

☎042－386－2580

 
グリーンベル薬局

（ ）本町5－11－7
☎042－386－8522

 
おおにし薬局

（ ）梶野町4－20－4
☎0422－55－8998

 
ホクエイ薬局

（ ）貫井北町2－12－14
☎042－383－5040
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ごみ減量・
リサイクル特集
ごみ対策課☎０４２−３８７−９８３５
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　買い物や食事など、生活をする中でごみは必ず発生し、ごみを処理するために、
石油などの資源を消費しています。また、資源化できないごみを最終処分場に埋
め立てられる量にも限りがあります。
　大量生産や大量消費、大量廃棄に支えられた社会経済・ライフスタイルを見直
し、限りある資源を大切に使い、環境への負荷の少ない持続可能な循環型社会を
形成することが重要です。そのためには、私たち一人ひとりがごみの減量・資源

化の推進に向けた取り組みを実践していくことが大切です。
　ごみを減らすキーワードは「３Ｒ（スリーアール）」です。
　ごみになるものを元から減らす「リデュース（Ｒｅｄｕｃｅ）＝発生抑制」、使え
るものは何度でも使う「リユース（Ｒｅｕｓｅ）＝再使用」、資源になるものを捨て
ずに再生利用する「リサイクル（Ｒｅｃｙｃｌｅ）＝再生利用」の頭文字の“３つの
Ｒ”をとって作られた言葉です。
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 33ＲＲははごごみみをを減らすキーワー減らすキーワードド 33ＲＲははごごみみをを減らすキーワー減らすキーワードド

Android版iOS版
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　市では、市民の
皆さんがスマートフォンでごみの分別方法や収集曜日など
を確認できるごみ分別アプリを配信しています。
　このアプリは、ごみの収集日やごみの分別、ごみの出し
方など、ごみに関するさまざまな情報を提供する、とても
便利なアプリです。
　端末のＱＲコード読み取りリーダーを使用し、ダウンロ

ード用のページからアプリをダウンロードしてください。
無料でダウンロードできます。ｉＯＳ版（ｉＰｈｏｎｅやｉＰａｄ
など）とＡｎｄｒｏｉｄ版（Ａｎｄｒｏｉｄ携帯、Ａｎｄｒｏｉｄタブレ
ットなど）で、それぞれダウンロード方法が異なります。
※　このアプリはスマートフォン向けのアプリで、市内在
住・在勤の方を対象としています。

※　通信料は利用者の負担となります。

身近のちょっとした工夫で無理をせずにごみを減らせます。（４面に「くるカメ大作戦チェックリスト」を掲載しています。いくつあてはまるかチェックしてみましょう。）

資源になるものを捨てずに再生利用することごみになるものを元から減らすこと 使えるものは何度でも使うこと

３ ecycle（リサイクル）再生利 ecycle（リサイクル）再生利用用Ｒ２ euse（リユース）再使 euse（リユース）再使用用Ｒ１ educe（リデュース educe（リデュース））発生抑制発生抑制Ｒ
渇　生ごみはギュッと絞って水切りを
※　生ごみは大量の水分を含んでいます。水切り袋やト
レイなどを使用し、ごみ出し前に水切
りへのご協力をお願いします。
▷　買い物はマイバッグを利用する
▷　買いすぎない
▷　過剰な包装は断る
▷　使い捨てのものは使わない
▷　必要のないものはもらわない

渇　リサイクルショップ、フリーマーケットを利用する
渇　必要としている周りの人に使ってもらう
渇　プリントやちら
しの裏はメモ用紙
に使う

渇　古いタオルをぞ
うきんに作り直す

渇　壊れたものは直
して使う

市で集めた資源物はこのようにリサイクルされます。

ちらし､段ボール､
トイレットペーパー
などに

古紙古紙

空き缶・
金属
空き缶・
金属

ペット
  ボトル
ペット
  ボトル

自動車部品や
建築材料などに

➡
➡
➡

卵パックやボール
ペン､衣類などに

ごみ分別アプリ配信

ＲリデュースリデュースＲリユースリユースＲリサイクルリサイクル
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土曜日に生ごみ投入リサイクル事業を実土曜日に生ごみ投入リサイクル事業を実施施

Ｒリサイクルリサイクル 枝木・雑草類・落ち葉の出し方につい枝木・雑草類・落ち葉の出し方についてて

　平成１９年３月末に、老朽化に伴い本市の可燃ごみを焼却処理していた二枚橋衛
生組合の全焼却炉の運転を停止したことから、市内から発生する可燃ごみは、平
成１９年４月より、その全量を多摩地域の各団体の焼却施設で処理していただいて
います。平成２６年度の可燃ごみ処理については、多摩川衛生組合（構成市：稲城
市、狛江市、府中市、国立市）、国分寺市、昭島市および西多摩衛生組合（構成
市：青梅市、福生市、羽村市、瑞穂町）の焼却施設で処理をしていただきました。
施設周辺にお住まいの皆様ならびに関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。
　また、平成２７年度の可燃ごみ処理については、多摩川衛生組合、国分寺市、昭
島市および西多摩衛生組合からご支援をいただいており、滞りなく処理すること
ができています。施設周辺にお住まいの皆様ならびに関係者の皆様に重ねて感謝
申し上げます。
　可燃ごみの処理については、日野市、国分寺市および小金井市でごみ処理施設
の設置および運営を共同で行うことを目的とした一部事務組合「浅川清流環境組
合」を平成２７年７月１日に設立し、新可燃ごみ処理施設の平成３１年度中の稼働を
めざして事業を進めています。本市では、循環型社会の形成に向けて、発生抑制を
最優先とした３Ｒの推進に向けた施策に取り組んでいますが、新可燃ごみ処理施
設が稼働するまでの間、可燃ごみの処
理を多摩地域の各団体にお願いしなけ
ればなりません。市民の皆さんには、
ご支援をいただいている各施設周辺に
お住まいの皆様ならびに関係者の皆様
へのご負担を軽減するため、引き続き、
発生抑制を最優先とした３Ｒの推進へ
のご理解・ご協力をお願いします。

平成２７年度の可燃ごみ処理の支援先
支援量支援先
　６,０００ｔ多摩川衛生組合
　３,６００ｔ国分寺市
　２,０００ｔ昭島市
　２,０００ｔ西多摩衛生組合
１３,６００ｔ合　計

可燃ごみ処理の支援に
深く感謝申し上げます

　日ごろより、ごみ
の減量および資源化
の推進にご協力いた

だきありがとうございます。７月分の燃やすごみ１
人１日当たり排出量は、２９５.９ｇとなり、目標値

（２８１.８ｇ）を約１４.１ｇ上回る結果となりました。これは、割りばし約２ 膳 分の重
ぜん

さにあたります。
　今年も学校が夏休みの間、家庭から排出される生ごみを、小・中学校に設置さ
れている電動生ごみ処理機を使用して処理する「夏休み生ごみ投入リサイクル事
業」が、１０校で実施されました。私も、実施している全校を回り見学させていた
だきました。猛暑の中を、地域のボランティアの方々が交代で投入管理を行って
おり、また、多くの方々が生ごみ投入に参加してくださいました。ご協力いただ
いた方々に感謝申し上げます。「夏休み生ごみ投入リサイクル事業」は終了しま
したが、学校給食のない土曜日を利用し、継続して生ごみ投入リサイクル事業を
実施している学校もあります。
　生ごみ処理機を使用すると、生ごみの減量につながります。家庭用、事業用生
ごみ処理機を使用している方々も含め、燃やすごみを減らし、生ごみを堆肥化し
ようとする取り組みへのご協力に、感謝申し上げます。電動生ごみ処理機（乾燥
型）を利用した生ごみ乾燥物は、市に申し込みをすることで、無料で戸別回収す
ることができます。これらを使用して製造された食品リサイクル堆肥は、毎週金
曜日（午後１時〜２時）に、中町リサイクル事業所裏で、無料で配布しています。
　資源循環型
社会形成の推
進をめざし、
今後とも一層
のご協力を、
よろしくお願
いいたします。

1か月の燃やすごみ地区別
1人1日当たりの排出量 （単位：g）

地　　区
火・金地区 287.4 281.8 5.6

武蔵小金井 東小金井

7月 目標量 増減量

市内全域

295.9 281.8 14.1

増減量7月 目標量
燃やさない
ごみ

（市内全域） 30.9 34.4 △3.5
目標量 増減量7月

月・水・木・土地区 303.5 281.8 21.7 目標より
増えちゃった

目標より
増えちゃった
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　市では、燃やすごみの減量・資源化の推進を目的として、家庭で 剪 定した枝
せん

木・雑草類・落ち葉を申込制により、無料で回収し、その全量を資源化処理して
います。　平成２６年度の回収量は９５７ｔで、平成２５年度の回収量９６７ｔに対して、１０
ｔの減少となりました。

　本市は、燃やすごみの処理を多摩地域の各団体にお願いしており、施設周辺に
お住まいの皆様および関係者の皆様へのご負担を軽減するため、さらに燃やすご
みの減量に努めていくことが必要です。引き続き、枝木・雑草類・落ち葉の分別
を徹底し、回収にご協力をお願いします。

夏休み生ごみ投入リサイクル事業の報夏休み生ごみ投入リサイクル事業の報告告
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　学校の夏休み期間中、市内の小・中学校に設置している電動生
ごみ処理機を有効利用するため、夏休み生ごみ投入リサイクル事
業を実施しました。
　今年度の実施校は１０校で、猛暑の中、投入管理のボランティア
活動にご協力いただいた方は１１３人、投入者延数は１,９８９人でし
た。その結果、地域の皆さんの着実な取り組みにより１か月間で
約２.７ｔの燃やすごみを減量することができました。（下表）
　今年度は、各実施校で参加者に対し、家庭での生ごみの水切り
徹底の呼びかけなどを行いなが
ら、燃やすごみの減量に取り組
みました。
　ご参加いただいた皆さん、ご
協力ありがとうございました。 

　投入された生ごみは、電動生ごみ処理機で乾燥処理した後、食
品リサイクル堆肥に加工され、市民の皆さんに無料配布していま
す。
　配布は、毎週金曜日午後１時〜２時（祝日を除く）に、リサイ
クル事業所裏（中町３−１９−１６）で行っています。
　ぜひ、家庭菜園などでお試しください。

食品リサイクル堆肥を無料配食品リサイクル 堆 肥を無料配布布
たたいい

ＲリデュースリデュースＲリサイクルリサイクル

【回収できないもの】
渇　造園業者などの専門業者に依頼
し、剪定したもの
渇　枝木・雑草類・落ち葉以外のも
のが混入しているもの

【注意】
　雑草と落ち葉は同じ袋に混ぜて入
れることができます。ただし、雑草
が多く占める場合は１袋からの申し
込みになります。また、落ち葉が多
く占める場合は３袋以上からの申し
込みになります。 堆 肥などの資源としてリサイクルしています

たい

　市内の小・中学校では、毎週土曜日に、学校に設置している電動生ごみ処理機を
利用した生ごみ投入リサイクル事業を、市民の自主的な取り組みとして実施してい
ます。家庭で出る生ごみを投入することができますので、ぜひ、ご利用ください。
実施時間・場所 

　また、投入管理のボランティア活動に
ご協力いただける方を随時募集していま
す。詳しくは、お問い合わせください。
その他
渇　投入できる生ごみは、食品廃棄物に
限ります。ただし、貝殻など硬い物は
投入できません。

渇　生ごみは、十分に水切りをしてから
投入してください。天日干ししたもの
や風で乾燥したものなども投入できます。

渇　左表の場所・時間でも食品リサイクル堆肥を無料配布しています。
問合先　ごみ対策課清掃係（☎０４２−３８７−９８３５）

生ごみ処理機への投入のようす

その他時　間場　所
食用廃油

毎週土曜日　午前９時～１０時

第一小学校
−第三小学校
−前原小学校

食用廃油

緑 小 学 校
南 小 学 校

毎週土曜日　午前１０時～１１時第一中学校
毎週土曜日　午前９時～１０時第二中学校

合計南中二中南小緑小前原小東小四小三小二小一小
１３８１４１２１２１２１２１７２４７１３１５投入日数（日）
１,９８９８９１９８１９７１６８２２９１３７４１０７５２１０２７６投入延数（人）
２,７４９６６２５９２８１２４８３１８２００４９９１２０３１６４４２投入総量（㎏）

※　４５ℓ以内の透
明または半透明
の袋を使用

落ち葉（２袋以下）

　燃やすごみの日に出すことができ
ます。
※　２袋以下の落ち葉でも、申し込
みがあった場合は資源化処理して
います。

申し込み不要

枝枝木木はは１１束束、、雑雑草草類類はは１１袋袋、、落落ちち葉葉はは３３袋袋かからら申申しし込込みみがが必必要要でですす枝木は１束、雑草類は１袋、落ち葉は３袋から申し込みが必要で枝木は１束、雑草類は１袋、落ち葉は３袋から申し込みが必要ですす

①枝木（１束から）

長さ１m以内

直径30㎝
以内
太さ15㎝
以内 ※　４５ℓ以内の透明または半透明の袋を使用し、土や泥は落としてください。

②雑草類（１袋から）

※　２袋以下の落ち葉
でも、申し込みがあ
った場合は資源化処
理しています。

③３袋以上の落ち葉

回収日地区
月本町３・４・５丁目

中央線
北側

水貫井北町全域　緑町４・５丁目
本町２丁目

木緑町１・２・３丁目　桜町全域
梶野町全域　関野町全域

月中町３・４丁目　本町１・６丁目
貫井南町３丁目

中央線
南側 火貫井南町１・２・４・５丁目

前原町全域
金東町全域　中町１・２丁目

※　祝日も回収を行っています。

申し込み必要 ※　数量制限なし
（事業所を除く）

電子申請
　東京都および都内の区市町村が共同で運営する
「東京共同電子申請・届出サービス」を利用した
電子申請サービスにより申請していただきます。
▷パソコン用URL
　http://www.shinsei.elg-front.jp/tokyo/navi/index.html
▷携帯電話用URL
　http://www.shinsei.elg-front.jp/tokyo/

申し込み締め切り
回収日の前日正午まで
※　ただし、月曜日の回収地区
は、その前の金曜日正午まで

姉042−387−0444
24時間受付可
◆　住所・氏名・電話番号・回収日・回収
量を明記し受付センターへ送信
◆　申し込み受理の返信をご希望の方は
FAX番号と「返信希望」も明記してくだ
さい

粗大・枝木受付センター
☎042−387−9829
月〜金／8：30〜17：15
土・日・年末年始は休み　※祝日は受付可

焼却処理

○１７５

ＱＲコード

ごみ・資源物処理経費に総額約26億1,107万円

収
集
・
運
搬

最終処
分等

中
間

処理

総　額
平成26年度
26億1,107万円
平成25年度

25億2,585万1千円

燃やすごみ
（１kg）

びん・スプレー缶燃やさないごみ 缶プラスチックごみ 古紙・布 2ℓペットボトル
（１kg） （１kg） （１kg） （50g） （75g）（１00g当たり）

33.0円33.0円33.0円168.5円168.5円168.5円 19.2円19.2円19.2円6.6円6.6円6.6円 8.9円8.9円8.9円
処理するのに
どれくらい
かかるのか？ 100.5円100.5円100.5円 171.9円171.9円171.9円

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

市民1人当たり　2万2,265円
1世帯当たり　　4万5,564円
　平成２６年度にごみ・資源物の処理にかかった経費は、総額
で約２６億１,１０７万円でした。これは、本市の平成２６年度一般
会計決算の約７.１％、市税収入の約１２.６％になります。平成２６
年度のごみ・資源物の総排出量は２６,７８９ｔで、１ｋｇ当たり
９７.５円となり、市民１人当たりで見ると２万２,２６５円、１世帯
（平均約２.０人）当たり４万５,５６４円になります。
歳入総額は約4億3,085万4千円
　ごみ・資源物の処理に係る歳入は、約４億３,０８５万４千円
でした。これは、ごみ・資源物処理経費総額の約１６.５％に当
たります。歳入のうち、家庭系ごみ処理手数料は約２億
８,３２５万７千円、粗大ごみ処理手数料は約３,１８５万３千円でし
た。
環境基金について
　環境基金は、ごみ処理施設の整備や新たなごみ減量施策、
環境保全事業の充実などに充当するため設置しているもので
す。平成２６年度は環境基金に５億円が積み立てられました。
内訳は、家庭系ごみ処理手数料収入約２億８,３２５万７千円の
約２５％に当たる約７,０８１万４千円、一般財源から約４億２,９１８
万６千円です。

１ｔ当たりの処理経費
処理経費種　別
１０万５２４円燃やすごみ
１７万１,８９３円燃やさないごみ
１１万６６円可燃系・布団粗大ごみ １８万７,０４７円不燃系

１６万８,４５４円プラスチックごみ
１２万３,１６９円有害ごみ
３万２,９５１円古紙・布
６万５,８７７円びん・スプレー缶
１７万８,７３２円空き缶・金属
２５万５,７６７円ペットボトル
１５万７３６円拠点回収
１１万６,６１０円剪定枝・乾燥生ごみ
１万５,０４１円集団回収

ごみ・資源物の処理に係る歳入内訳
２億８,３２５万７千円家庭系ごみ処理手数料

主
な
内
訳

２,４７８万７千円事業系ごみ処理手数料
１,５８３万５千円自家搬入ごみ処理手数料
３,１８５万３千円粗大ごみ処理手数料

５,０４１万４千円可燃・不燃ごみ有価物
売り払い収入

２,４７０万８千円その他

平成２５年度平成２６年度
７億３,８４６万５千円７億９,１７４万円焼却処理

平成２５年度平成２６年度
９億１,１９７万１千円９億５,７７８万４千円収集運搬
３億３,０３３万７千円３億４,４３６万９千円燃やすごみ
５,４１６万８千円５,６４７万６千円燃やさないごみ
４,６７３万円４,８６９万２千円粗大ごみ

９,６８６万８千円１億９７万３千円プラスチックごみ
１億５,９２６万２千円１億６,６０３万４千円古紙・布

３,２９６万円３,４３７万９千円びん・スプレー缶・有
害ごみ

３,７０１万円３,８５９万５千円空き缶・金属
５,５５３万７千円５,７９０万３千円ペットボトル
４２４万４千円４５４万９千円拠点回収
７,１９４万５千円８,２０７万９千円剪定枝・乾燥生ごみ
２,２９１万円２,３７３万５千円集団回収

平成２５年度平成２６年度

２億４,９１２万６千円２億１,６６４万２千円埋立・エコセメント化
処理

平成２５年度平成２６年度
１億３,６７５万６千円１億４,２７２万３千円選別等処理

２６３万５千円２８４万１千円古紙・布
３,３４５万１千円３,４８４万６千円びん
３,１１０万円３,２９８万１千円空き缶・金属

２,４９９万５千円２,６１８万１千円ペットボトル
４０８万１千円４３４万４千円拠点回収
１,０４３万８千円１,０４９万８千円可燃粗大・布団
３,００５万６千円３,１０３万２千円剪定枝・乾燥生ごみ

平成２５年度平成２６年度
３７７万８千円３４２万円その他

平成２５年度平成２６年度
４億８,５７５万５千円4億9,876万1千円不燃系ごみ破砕等処理

資源化処理にも多額の経費が使われます
　平成２６年度に資源化処理（資源物の収集、資源物・燃やさな
いごみ・プラスチックごみなどの資源化）にかかった経費は、
約７億３,８１６万円（ごみ・資源物処理経費総額の約２８.３％）でし
た。限りある資源を有効活用するため、資源物を分別すること
はもちろん大切です。しかし、その処理には多額の経費が使わ
れます。そのことからも、まずはごみになるものを元から減ら
す発生抑制に取り組むことが重要です。
まずは発生抑制に取り組んでください
　日常生活の中で実践できる、代表的な発生抑制の取り組みを
以下に紹介しますので、最優先での取り組みをお願いします。
渇　生ごみの水切りを徹底する
渇　マイボトル、マイバッグを持参する
渇　余分なものは買わない
渇　過剰包装やダイレクトメールは断る
渇　食材は作りすぎない、使い切る
　そして、発生抑制に取り組んだ後に、使えるものは何度でも
使うリユース（再使用）、分別の徹底により資源になるものを
捨てずに再生利用するリサイクル（再生利用）へ取り組むこと
も大切です。引き続き、発生抑制を最優先としたごみの減量・
資源化の推進へのご理解・ご協力をお願いします。

平成26年平成26年度度
廃棄物会廃棄物会計計
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こ い じょう

チェックの
あなたは…

生生ごごみみ減減量量化化処処理理機機器器購購入入費費補補助助制制度度ののごご利利用用をを
ＲリデュースリデュースＲリサイクルリサイクル

%
%

%
%
%

　市では、燃やすごみの減量と資源循環型社会形成の推進を目的に、生ごみ減
量化処理機器購入費補助制度を実施しています。多くの市民の皆さんにご理
解・ご協力をいただき、制度を利用していただいています。
　家庭用生ごみ減量化処理機器購入費補助の申請件数は、平成２６年度は２７０件

で、平成２５年度の２６５件と比べて、５件増加しました。
　本市ではさらなる燃やすごみの減量に努めていくことが必要となります。今
後も発生抑制を最優先としたごみの減量や分別の徹底にご理解・ご協力をお願
いします。

　みなさんはいくつチェックがつきましたか？あまりチェックがつかなかった 方 は、まずは 身  近 でごみを 減 らすことはないか 考 え、 積  極  的 に 取 り 組 んでいきましょう。
かた み ぢか へ かんが せっ きょく てき と く

たくさんチェックがついた 方 は、 今  後 もごみを 出 さないライフスタイルを 継  続 していきましょう。また、 家  族 の 人 や 周 りの 人 たちと 一  緒 に、ごみの 減  量 について 考 え、
かた こん ご だ けい ぞく か ぞく ひと まわ ひと いっ しょ げん りょう かんが

 取 り 組 んでいくことも 大  切 です。おうちの 中 や 買 い 物 だけでなく、ふだんの 暮 らしの 中 でごみを 手  軽 に 減 らす 取 り 組 みはたくさんあります。
と く たい せつ なか か もの く なか て がる へ と く

　くるカメ 大  作  戦 チェックリストは 市 ホームページでも 随  時  公  開 します。 今  回 だけでなく、 継  続 してチェックすることで、ごみの 減  量 についての 意  識 が 高 まり、ごみ
だい さく せん し ずい じ こう かい こん かい けい ぞく げん りょう い しき たか

を 出 さないライフスタイルの 継  続 にもつながります。
だ けい ぞく

ＲリデュースリデュースＲリユースリユースＲリサイクルリサイクル

□  買 いすぎない （ 量 り 売 りやばら 売 りで 必  要 な 分 を 買 う）
か はか う う ひつ よう ぶん か

□ マイバッグを 持 ち 歩 き、レジ 袋 は 断 る
も ある ぶくろ ことわ

□  過  剰 な 包  装 は 断 る
か じょう ほう そう ことわ

□  使 い 捨 て 商  品 は 買 わない
つか す しょう ひん か

□ シャンプーなどは 詰 め 替 え 商  品 を 買 う
つ か しょう ひん か

Ｒリデュースリデュース
リデュース（Reduce）＝ 発  生  抑  制 

はっ せい よく せい

ごみになるものを 元 から 減 らすこと
もと へ

生生ごごみみ減減量量化化処処理理機機器器購購入入費費補補助助制制度度ののごご利利用用をを

家庭用生ごみ減量化処理機器購入費補助制度
対　象　市内在住で、新たに生ごみ減量化処理機器を購入し、使用する方
※　以前補助を受けた方は、家庭用電動生ごみ処理機および家庭用手動か
くはん式生ごみ処理機は購入後５年、生ごみ 堆 肥化容器は購入後３年を

たい

経過した場合に対象となります。
補助金額　購入金額（消費税含む）の５分の４（１００円未満の端数は切り捨
て）以内で各機種ごとの補助上限額までとします。販売店などが行ってい
るポイントやクーポンなどの割引分およびキャッシュバック分を除いた、
購入者が実際に負担した金額が基準となります。配送費は補助の対象にな
りません。
渇　家庭用電動生ごみ処理機＝５０,０００円まで
渇　家庭用手動かくはん式生ごみ処理機＝３０,０００円まで
渇　生ごみ堆肥化容器＝８,０００円まで
例　５０,０００円の家庭用電動生ごみ処理機を購入した場合、４０,０００円（購入
金額の８割）は市で補助され、１０,０００円が自己負担額となります。
申請について　事前申請が必要となります。処理機器
を購入する前に必ずごみ対策課までご連絡ください。
※　市の承認前に処理機器を購入した場合、補助の対
象になりませんのでご注意ください。
その他　渇申請額が予算額に達した時点で受け付けを
終了します。渇補助を受けた方を対象に、後日アンケ
ート調査などを実施する場合がありますので、ご協力
をお願いします。

家庭用生ごみ減量化処理機器タイプ別特徴
特　徴処理方式タイプ

▷使用方法は比較的簡単。
▷機器がコンパクトで、スペースをとら
ない。

▷乾燥物の取り出しが必要。
▷熱によって乾燥処理するため、電気代
がかかる。

熱によって生ごみを乾燥
し、容量を減少させる。

乾
燥
型

家庭用
電動生ごみ
処理機 ▷上手に使用すると、生成物の取り出し

がない。
▷定期的に菌床を交換する必要がある。
▷他タイプと比べ大きく、屋外用として
販売されている機種が多い。

微生物を利用し、生ごみ
を発酵分解することで、
容量を減少させる。

バ
イ
オ
型

▷上手に使用すると、生成物の取り出し
がない。

▷機器がコンパクトで、スペースをとら
ない。

▷電気代がかからない。
▷価格が安い。
▷かくはんを手動で行う。
▷定期的に菌床を交換する必要がある。

手動で生ごみをかくはん
させ、微生物を利用し発
酵分解することで、容量
を減少させる。

家庭用
手動かくはん式
生ごみ処理機

▷電気代がかからない。
▷価格が安い。

微生物を利用し、生ごみ
を発酵分解することで、
容量を減少させるととも
に堆肥化する。

生ごみ
堆肥化容器

※　家庭用電動生ごみ処理機（乾燥型）をご利用の方には、生ごみ乾燥物の戸別回収（無料）を実施し
ています。事前の申し込みが必要となりますので、詳しくは、お問い合わせください。家庭用電動生
ごみ処理機（乾燥型）のうち、温風式については、生成物の乾燥が不十分であり、堆肥化に適さない
ことが判明しました。平成２８年度から、温風式を新規で購入された方は、生ごみ乾燥物の戸別回収の
対象となりませんので、ご注意ください。

問合先　ごみ対策課清掃係（☎０４２−３８７−９８３５）

事業用生ごみ減量化処理機器購入費補助制度
対　象　市内に事務所または事業所を有し、新たに生ごみ減量化処理機器を購
入・設置し、使用する方
補助金額　購入金額（消費税含む）の２分の１（１００円未満の端数は切り捨て）
以内で１００万円を限度とします。購入者が実際に負担した金額が基準となりま
すので詳しくは、お問い合わせください。

対　象　町会、自治会、集合住宅管理組合など、地域においておおむね２０
世帯以上の家庭などで構成される団体
補助金額　大型生ごみ減量化処理機器の購入に要した本体価格および設置
費用の５分の４に相当する額。１００万円を限度額とします。
※　大型生ごみ減量化処理機器をご利用の方は、生ごみ乾燥物の戸別回収
（無料）の対象となります。詳しくは、お問い合わせください。

大型生ごみ減量化処理機器購入費補助制度

チェックリスト（ 買 い 物  編 ）
か もの へん

 生  活 していくうえで、ごみは 必 ず 発  生 しますが、 身  近 にあることを 工  夫 をすればごみを 減 らすことができます。 買 い 物 をする 時 もごみ
せい かつ かなら はっ せい み ぢか く ふう へ か もの とき

を 減 らす 取 り 組 みはたくさんあります。また、 取 り 組 めば 節  約 にもつながります。いくつあてはまるかチェックしてみましょう。
へ と く と く せつ やく

□  再  生  利  用  商  品 を 選 ぶ
さい せい り よう しょう ひん えら

□  牛  乳 パック、 食  品 トレイ、ペットボトルなどは
ぎゅう にゅう しょく ひん

 販  売  店 の 店  頭  回  収 を 利  用 する
はん ばい てん てん とう かい しゅう り よう

Ｒリサイクルリサイクル
リサイクル（Recycle）＝再生利用

さい せい り よう

 資  源 になるものを 捨 てずに 再  生  利  用 すること
し げん す さい せい り よう

□  繰 り 返 し 使 える 商  品 を 選 ぶ
く かえ つか しょう ひん えら

□  長 く 使 える 商  品 を 選 ぶ（ 壊 れたら 修  理 して 大 
なが つか しょう ひん えら こわ しゅう り だい

 事 に 使 う）
じ つか

□ フリーマーケットやリサイクル 事  業  所 、リサ
じ ぎょう しょ

イクルショップを 利  用 している
り よう

Ｒリユースリユース
リユース（Reuse）＝再使用

さい し よう

 使 えるものは 何  度 でも 使 うこと
つか なん ど つか


